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第24回 ひまわりフェスティバル
７月24日（金）～26日（日）

　今年も暑い夏がやってきました。野木町の夏の風物詩、「ひまわ
りフェスティバル」を開催します。
　会場一面に咲く約２００，０００本のひまわりや、様々なイベントを
企画していますので、皆様ぜひご来場ください。
　詳細は新聞折込広告や町産業課窓口にあるチラシ・町ホームペー
ジ等でご確認ください。

問ひまわりフェスティバル実行委員会
　町産業建設部産業課　撒（57）４１５３



（₃）

開催日 会場・時間 内容

７月２４日（金）
イベント広場

９：００～１７：００

○オープニング

○とちおとめ２５ライブ

○コスプレ交流会

○希望者によるステージ

・ひまわり大迷路

・ふれあい模擬店

７月２５日（土）

イベント広場

９：００～１９：００

○ご当地キャラ大集合

○仮面ライダードライブショー
○希望者によるステージ

・ひまわりトレイン号

・ヘリコプター遊覧

・ポニー引き馬

野木町煉瓦窯

１０：００～１５：３０
○野木町煉瓦窯特別公開

会場付近

１９：３０～２０：００

○打ち上げ花火

○メッセージ花火

７月２６日（日）

イベント広場

９：００～１７：００

○園まりショー

○自由に揺れるひまわり畑

○希望者によるステージ

○閉会セレモニー

野木町煉瓦窯

１０：００～１５：３０
○野木町煉瓦窯特別公開

◎イベント情報

☆期間中シャトルバス運行：ＪＲ野木駅梶フェスティバル会場梶野木町煉瓦窯（９：００～１６：００）☆

◆ 園まりショー ◆ ♯とちおとめ25ライブ♯

７月26日㈰
①11：00～
②15：30～

７月24日㈮
13:30～

７月25日㈯
①11：00～
②14：30～

仮面ライダードライブショー

観覧無料

観覧無料

観覧無料



　新橋区の高齢化対策

　　　　　　　　　　　検討会では、最優先プロジェクトのアクションプランに従い、検討を進めるグ

　　　　　　　　　　ループ会議、意識合わせ、情報交換、専門家の指導・検証を行う全体会議で検討

　　　　　　　　　　を進めております。

　検討会では、検討の終了したプロジェクトから順次実施しております。

　グループ１は、高齢者の健康維持のためのラジオ体操を実施しています。平成25年11月西地区で開始し、

その後東地区でも実施しています。参加者は両地区合わせて１００名程度です。時間前に集まり、あいさ

つと情報交換そしてラジオ体操です。

　グループ２は、野木町や社会福祉協議会で実施している福祉サービスと利用方法について分り易くま

とめたマップを作り区民の皆さんにお配りしました。

　グループ３は、自治会活動のあり方について検討を進めました。高齢化と共に自治会活動への参加は

困難に成って来ています。出来るだけ区民の皆さんの負担を少なくし、自治会活動を続けて行く方法を

考えております。

　グループ４は、新橋区内の空き家を少なくするため

の取り組みを実施しました。空き家は、防犯上、美観

上からも問題があります。野木町と力を合わせて、空

き家を少なくするよう対策を進めております。

　また、高齢化社会における新橋祭のあり方について

検討しました。作業稼働の軽減、開催時間の見直し、

子供さんと高齢者が主役となる祭りとするようプログ

ラムの見直しを進めております。

　グループ５は、検討会の活動模様の周知やアンケー

ト調査、福祉や高齢化問題の研修計画、野木町・社会福祉協議会との調整など検討会の活動をサポート

しています。

偶次回は「今後の検討会編」を紹介します。

シリーズ高齢者対策プロジェクト

第３回目

取組編②

【救急情報キット】を無料で配布しています！

　救急時に必要な情報を保管する【救急情報キット】を健康福祉課窓
口（保健センター）と地域包括支援センター（ホープ館隣）で配布し
ています。災害や急な体調変化で救急隊員が駆けつけた際、救急情
報キットを確認して迅速かつ適切な処置を行うことができます。万
が一に備えて、ご用意してはいかがですか？

使用方法
　かかりつけの医療機関や持病、緊急連絡先など必要事項を記載し、
　健康保険証などの写しと一緒にケースに入れて冷蔵庫に保管して
　ください。
　救急隊員がすぐわかるように、冷蔵庫にマグネットを、玄関先に
　ステッカーを貼ってください。
　※専用のケース・マグネット・ステッカーをセットでお渡しします。

問町民生活部健康福祉課高齢対策係撒（57)４１７３　　野木町地域包括支援センター撒（57)２４００

（₄）

①おおむね６５歳以上の一人

　暮らしの方

②高齢者夫婦世帯の方

対象者



（₅）

平成２７年度の２つの給付金について
　平成26年４月から消費税率が８％に引き上げられました。
　これに対して、所得が低い方々への負担の影響を緩和するために、住民税が非課税などの要件を満た
す方に、平成27年度も２つの「臨時給付金」が支給されます。

　臨時福祉給付金を受給するためには申請が必要となります。野木町では、下記の通り７月に対象と思
われる方に世帯単位で送付し、８月頃から申請受付を開始する予定で準備を進めています。申請書をお
送りする際にはあらためてお知らせしますので、それまでお待ちください。

１. 対象になる方
　①平成27年１月１日に野木町の住民基本台帳に記録されている方
　②平成27年度分の町民税（均等割）が課税されていない方
　③平成27年度分の町民税（均等割）が課税されている方の扶養親族等（※１）ではない方
　④生活保護制度の被保護ではない方

　《注意》
　　申告がお済みでない方は支給できない場合がございますので、早めの申告をお願いいたします。
　　※１：課税されている方の扶養親族等とは
　　　　●税法上の
　　　　　・控除対象配偶者
　　　　　・配偶者特別控除における配偶者
　　　　　・扶養親族（一般・特定）
　　　　●課税されている事業主から専従者給与を受けている青色・白色事業専従者
　　　　●保護者が課税されている16歳未満の年少者

２. 支給額
　支給対象者１人につき６，０００円

３. 申請について
　７月上旬ごろに給付の対象となる可能性のある方がいる世帯宛に申請関係書類をお送りする予定で　
　す。（対象外の方には何も送られません）

４. 申請・給付手続きについて
　申請書に必要事項を記入・押印のうえ本人確認書類の写しと共に、町に提出していただきます（郵送・
　窓口）審査の結果、要件を満たしている方にはご指定の口座に振り込まれます。

１．対象になる方
　基準日（平成27年５月31日）における平成27年６月分の児童手当を受給される方
　※特例給付（児童を養育している方の所得が児童手当の所得制限限度額以上の場合に、児童１人当た
　　り月額５，０００円を支給しているもの）を受給されている方は、対象となりません。

２．対象児童
　支給対象者の平成27年６月分の児童手当の対象となる児童

３．支給額
　対象児童１人につき３，０００円

４．申請について
　６月下旬頃に給付の対象となる可能性がある方に申請関係書類を送付する予定です。（対象外の方に
　は送付されません）

５. 申請・給付手続きについて
　申請書に必要事項を記入・押印のうえ本人確認書類の写しと共に、町に提出していただきます。審査
　の結果、要件を満たしている方に対して、ご指定の口座に振り込みとなります。

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金

問合せ先
●臨時福祉給付金について　　　　　　　　●子育て世帯臨時特例給付金について
　町民生活部健康福祉課撒（57)４１９６　　　　町民生活部住民課撒（57)４１４0
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日本ピストンリング株式会社　栃木工場
操業開始　１９８４年１０月

所在地　　栃木県下都賀郡野木町野木１１１１

従業員数　４６９名（２０１５年４月１日現在）

事業内容　エンジン機能部品である、ピストンリング、シリンダライナ、動弁機構部品をはじめとした

国内外の自動車・陸舶エンジン用組付・補修部品の製造・販売を主要事業としています。

ここ栃木工場では主に「陸舶用ピストンリング」や「組立式焼結カム

シャフト」「ロッカーアーム」「金属射出成形製品」等の製造を行って

おります。

　また、管理センター（物流部門）も栃木工場内にあり、（株）日ピス

福島製造所（福島県）や（株）日ピス岩手一関工場（岩手県）で製造

された製品を栃木工場に集荷して国内外の顧客に供給する役割も担っ

ています。

キラリと光る野木町の企業紹介Ｎｏ．４

《社員のひとこと》

　埼玉県川口市から野木町に工場移転し３０年が経ちました。

地域環境保全活動などを通じてこれからも地域貢献活動に取

組み、１００年企業を目指して野木町の更なる発展に微力なが

ら協力させて頂きます。

（総務グループ　大場　正晴さん )

女
性
町
長
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

　
７
月
は
町
の
行
事
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
特
に
７
月
４
日
の
第
４
回

全
国
女
性
町
長
サ
ミ
ッ
ト
は
全
国
に

６
人
い
る
女
性
の
町
長
が
一
堂
に
集

ま
り
、
女
性
の
視
点
か
ら
男
女
共
同

参
画
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
全
国

に
７
４
０
近
く
の
町
村
が
あ
る
中

で
、
女
性
の
町
長
は
現
在
６
人
だ
け

で
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
共
通
理
解

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
の
機
会
に
各
町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
出
来
れ
ば
、
と
も
思
い
ま
す
。
そ

し
て
お
互
い
の
町
に
と
っ
て
振
興
策

と
な
り
地
方
創
生
に
も
結
び
つ
け
ら

れ
れ
ば
何
よ
り
で
す
。

　
い
ま
ま
で
北
海
道
を
皮
切
り
に
九

州
、
京
都
と
サ
ミ
ッ
ト
を
３
回
開
催

し
て
来
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
地
で
も

特
色
の
あ
る
取
り
組
み
と
女
性
町
長

と
い
う
共
通
部
分
か
ら
来
る
連
帯
感

に
よ
っ
て
盛
り
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ

有
意
義
な
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
り
ま
し

た
。

　
ト
ッ
プ
が
女
性
で
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
、
施
策
が
特
別
変
わ
る
こ
と

は
な
い
事
も
事
実
で
す
。
し
か
し
こ

の
際
、
町
長
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を

最
大
限
効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
各

町
が
連
携
を
と
り
、
互
い
に
向
上
心

を
も
っ
て
あ
た
る
事
が
大
切
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に

と
っ
て
、
意
義
あ
る
サ
ミ
ッ
ト
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
に

と
っ
て
め
っ
た
に
な
い
「
全
国
」
の

冠
が
つ
く
行
事
で
す
の
で
「
お
も
て

な
し
の
心
」
を
も
っ
て
お
迎
え
し
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
が
持
て
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
戦
後
70
年
、
今
日
ま
で
女
性
も
政

治
の
領
域
に
参
画
す
る
事
を
促
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
現
に
は

多
く
の
困
難
が
伴
う
の
が
現
実
で

す
。
子
供
達
の
将
来
の
幸
せ
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
女
性
の
政
治
参
画
が
促

進
さ
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
家

庭
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
両

立
は
大
変
難
し
い
問
題
で
す
が
、
こ

の
機
会
に
皆
で
考
え
、
共
通
の
問

題
意
識
が
生
み
出
せ
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
７
月
24
日（
金
）、25
日（
土
）、

26
日（
日
）の
３
日
間
「
第
24
回
ひ
ま

わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
例
年
の

よ
う
に
野
木
第
二
中
学
校
近
く
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
20
万
本
の
ひ
ま
わ
り

が
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
皆

様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来

場
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひひ
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健 の康 ぎタ ウ ン を 目 し指 て ０４

『野菜をつかった夏のおすすめメニュー』

問町民生活部健康福祉課撒（57）４１７１

　野木町食生活改善推進員会がおやこ食育教室で作った１品です。子ども達からも「おいしい！」

と大好評でした。ご家庭でもぜひ、お試しください。　※野木町産の食材を使っています。

そうめんチャンプルー

そうめん……………………………１５０ｇ（３束）

にんじん……………………………小１/４本

干ししいたけ（もどしておく）……２枚

ピーマン……………………………２個

玉ねぎ………………………………小１/２個

ツナ缶………………………………１缶

かつお節……………………………適量

干しエビ……………………………５ｇ

サラダ油……………………………大さじ２弱

塩……………………………………少量

しょうゆ……………………………小さじ１

①にんじん、もどしたしいたけはせん切りに、ピーマンは短冊切り、玉ねぎは５ｍｍ幅のくし切

　りにする。ツナ缶は油をきる。

②お湯をわかして、そうめんを半分に折って入れ、かためにゆでる。ゆで上がったら水で洗い、　

　サラダ油少量をかけておく。

③フライパンにサラダ油大さじ２弱を熱し、にんじん、しいたけ、ピーマン、玉ねぎ、ツナを入

　れて炒める。

④そうめん、干しえびを加え炒め、塩、しょうゆで味をととのえ、火がとおったらかつお節半分

　を入れて混ぜる。

⑤器にもって、残りのかつお節をかける。

[１人分栄養価 ]

◎エネルギー　５１１ｋｃａｌ　◎たんぱく質　２０．５ｇ　◎脂質　１８．６ｇ　◎食塩相当量　１．７ｇ

野木町産の新鮮な食材や、干し
しいたけ、かつお節、そして干
しえびを使うことによっておい
しく減塩できます。

材料（２人分）

作り方

野
木
ブ
ラ
ン
ド
紹
介
⑧

　
　
　
　「
野
木
の
花
火
」

　
夏
の
夜
空
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
咲
き
誇
る
美
し
い

大
輪
の
花
と
し
て
多
く
の
方
に
感
動
を
与
え
て
い

る
「
野
木
の
花
火
」
を
造
り
続
け
る
㈱
田
熊
火
工

は
、
創
業
は
明
治
28
年
、
１
０
０
年
を
超
え
る
老

舗
で
、
製
造
か
ら
販
売
・
企
画
・
運
営
ま
で
一
貫

し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
数
少
な
い
総
合
花
火
メ
ー

カ
ー
で
す
。

　
町
内
で
は
、
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
春

ま
つ
り
の
打
上
花
火
で
お
馴
染
み
で
す
が
、
小
山

市
や
古
河
市
の
花
火
大
会
を
は
じ
め
、
日
本
国
内

や
海
外
の
花
火
大
会
に
数
多
く
出
荷
さ
れ
、
打
ち

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
野
木
の
花
火
」
は
打
上

花
火
の
中
で
も
、
千
輪
菊
や
型
物
等
の
造
形
に
か

か
わ
る
分
野
で
の
品
質
が
高
く
、
多
く
の
方
か
ら

評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術
を
守
り
伝
え
な

が
ら
「
完
璧
は
な
い
。
常
に
改
良
し
な
が
ら
新
し

い
花
火
を
造
り
続
け
る
」
を
信
条
と
し
て
、
安
全

を
最
優
先
に
皆
様
に
感
動
を
与
え
る
新
た
な
花
火

造
り
に
挑
戦
し
て
し
ま
す
。

※一般向けの花火は、製造・販売して
　おりません。

株式会社　田熊火工
　野木町大字川田２６７　撒（56）０６５４



（８）
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伝
統
行
事
で
地
域
の
絆
・

　
　
　地
域
力
の
向
上

　
　
　
　
　
　
　
広
報
連
絡
委
員

須
田
　
成
治

　
各
地
の
神
社
や
地
域
で
、
四
季
を

通
じ
て
行
わ
れ
る
様
々
な「
ま
つ
り
」

や
「
神
事
」
が
あ
り
ま
す
が
、
潤
島

地
区
に
は
星
宮
神
社
が
あ
り
、
今
も

あ
る
境
内
の
池
に
は
昔
う
な
ぎ
が
沢

山
い
た
、
土
地
の
人
達
は
「
鰻
は
虚

空
蔵
菩
薩
の
乗
り
馬
と
い
わ
れ
て
い

る
尊
い
生
き
物
だ
」
と
言
っ
て
、
う

な
ぎ
を
取
る
人
も
食
べ
る
人
も
い
な

か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
う
な
ぎ

を
食
べ
な
い
村
」
と
し
て
日
本
テ
レ

ビ
の
ズ
ー
ム
イ
ン
朝
で
放
映
さ
れ
、

新
聞
等
に
も
掲
載
さ
れ
、
ご
利
益
が

あ
る
神
社
と
し
て
今
で
も
多
く
の
参

拝
客
が
訪
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
星
宮

神
社
の
伝
統
行
事
に
、
感
謝
と
祈
り

を
捧
げ
る
春
祭
り
・
夏
祭
り
・
風
祭

り
・
秋
祭
り
の
四
つ
の
祭
り
と
地
域

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
承
行
事
に
お

釈
迦
様
の
誕
生
を
祝
う
「
花
祭
り
」

が
あ
り
ま
す
。

　
中
で
も
５
月
初
旬
に
行
わ
れ
る

「
花
祭
り
」
は
福
寿
会
・
地
区
役
員
・

育
成
会
・
子
ど
も
達
が
一
緒
に
行
う

伝
統
行
事
と
し
て
、
当
日
は
親
子
連

れ
で
会
場
が
い
っ
ぱ
い
の
大
賑
わ
い
。

　
８
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
夏
祭
り

も
、
年
番
・
地
区
役
員
・
育
成
会
が

協
同
で
企
画
・
準
備
を
行
い
、
祭
り

当
日
は
大
勢
の
来
場
者
で
神
社
境
内

溢
れ
ん
ば
か
り
の
賑
わ
い
で
、
共
に

伝
統
行
事
の
伝
承
と
地
域
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
・
出
会

い
・
ふ
れ
あ
い
・
助
け
合
い
・
絆
を

目
的
に
共
同
事
業
と
し
て
年
々
盛
大

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
地
域
の
行
事
に
は
活
動
へ
の
参
画

対
象
者
を
拡
大
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
様
々
な
団
体
・
老
若
男
女

が
協
同
で
計
画
し
、
力
を
出
し
合
い
、

活
動
の
場

面
を
共
に

つ
く
る
こ

と
に
よ
り
、

時
間
や
体

験
を
共
有

す
る
こ
と

で
お
互
い

の
距
離
が

近
く
な
り
、

出
会
い
の
場
・
助
け
合
い
の
場
・
ふ

れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
人
と
人
と
の

会
話
が
で
き
て
仲
間
と
な
り
集
い
楽

し
め
る
事
が
家
族
・
地
域
の
絆
・
共

助
・
活
性
化
と
な
り
地
域
力
が
向
上

す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
な
く
し
て
地

方
再
生
は
遂
げ
ら
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
野
木
町
の
ご
み
処
理

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
５７
）４
２
４
７


不
法
投
棄一斉
監
視
に
つ
い
て

　
５
月
３０
日（
土
）町
環
境
委
員
お
よ

び
平
成
会
（
不
法
投
棄
監
視
委
員
）

の
５０
名
の
方
々
が
「
全
国
ご
み
不
法

投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」
と
「
と
ち
ぎ

の
環
境
美
化
県
民
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
町
内
の
不
法
投
棄
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
と
不
法
投
棄
物
の
回
収
を
行

い
ま
し
た
。

　
町
内
の
不
法
投
棄
は
、
こ
れ
ま
で

の
町
環
境
委
員
や
平
成
会
の
皆
様
方

の
ご
努
力
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
未
だ
に
多
く

の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２７
年
度
は
、
野
木
駅
東
側
の

５
か
所
を
重
点
地
域
と
し
て
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
な
が
ら
、
捨
て
ら
れ

た
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。
軽
ト

ラ
ッ
ク
１５
台
分
も
の
ご
み
を
回
収
し
、

テ
レ
ビ
・
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
・
石
油

ス
ト
ー
ブ
な
ど
も
捨
て
ら
れ
て
お
り
、

不
法
投
棄
の
状
況
を
改
め
て
知
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
分
別
を
す
れ
ば

ご
み
集
積
所
に
出
せ
る
ご
み
も
多
く
、

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
は

家
に
持
ち
帰
っ
て
捨
て
る
だ
け
で
、

き
れ
い
な
状
況
を
保
つ
こ
と
が
出
来

る
の
に
と
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
回
収
し
て
も
数
日
後
に
は

同
じ
場
所
に
不
法
投
棄
を
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
多
く
、
不
法
投
棄
を
な

く
そ
う
と
し
て
い
る
皆
様
の
心
を
踏

み
に
じ
る
行
為
は
決
し
て
許
す
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
土
地
等
の
所
有
者
が
雑

草
を
生
や
さ
な
い
な
ど
適
正
な
管
理

に
努
め
る
こ
と
や
町
民
の
皆
様
が
監

視
の
目
を
持
つ
こ
と
で
、
不
法
投
棄

を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
に
は
町
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
土
地
等
の
所
有

者
の
方
や
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
投
棄
者
の
発
見
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
不
法
投
棄
に
は
５
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
千
万
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。



（９） 記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

第
１
次
試
験
　
９
月
20
日（
日
）

所
白
鷗
大
学
・
本
キ
ャ
ン
パ
ス

試
験
方
法
　
筆
記
試
験

募
集
要
項

　�

７
月
１
日（
水
）か
ら
総
合
政
策
部

総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
７
月
６
日（
月
）～
８
月
７
日（
金
）

　【
来
庁
】８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
土
日
祝
日
を
除
く

　【
郵
送
】８
月
７
日
の
消
印
有
効

採
用
予
定
日

　
平
成
28
年
４
月
１
日

平
成
27
年
度 

　
地
籍
嘱
託
員
募
集

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
57
）４
２
３
８

募
集
人
員
　
１
名

募
集
要
件

　�

パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
）
が
で
き
る
方

委
嘱
期
間
　

　
８
月
３
日
～
翌
年
３
月
31
日

業
務
内
容

　
地
籍
調
査
事
業
事
務
補
助

勤
務
時
間

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
月
15
日
）

野
木
町
職
員
採
用
試
験
案
内

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
57
）４
１
５
８

　
平
成
28
年
４
月
採
用
予
定
の
野
木

町
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

職
種
・
受
験
資
格
及
び
採
用
予
定
人
数

報
酬

　
日
額
６
、６
０
０
円

　
年
１
回
割
増
あ
り
、
交
通
費

提
出
書
類

　
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
可
、写
真
貼
付
）

選
考
方
法
　
書
類
・
面
接
に
よ
る

募
集
期
間

申
７
月
６
日（
月
）～
13
日（
月
）

　
※
持
参
ま
た
は
郵
送
（
必
着
）

　
〒
３
２
９-

０
１
９
５
（
住
所
不
要
）

　
野
木
町
産
業
建
設
部
　
産
業
課
　

　
地
籍
調
査
係

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
57
）４
１
３
７

　
現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
本
年

７
月
31
日
ま
で
で
す
。
８
月
か
ら
使

用
す
る
保
険
証
は
、
縦
長
大
判
の
封

筒
（
茶
色
）
に
入
れ
て
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
は
、

今
回
お
送
り
す
る
新
し
い
保
険
証
を

医
療
機
関
等
の
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
、

８
月
１
日
以
降
に
町
住
民
課
ま
で
返

却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

広報のぎ

町からのお知らせ ７
２０１５

〈野木町役場〉０２８０（５７）４１１１代表
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

※町の事業の申込受付は、特に指定のない限
　�り土・日曜日、祝日、年末年始を除く８時
３０分～１７時１５分（「としょかん」と「こども
ひろば」を除く）

日 容 儡所 定対 申

今月の納期

　◇固定資産税　第２期　◇介護保険料　第１期

　◇国民健康保険税　第１期　　後期高齢者　
　　　　　　　　　　　　　医療保険料

◇ 第１期

職種 受験資格
採用

予定人数

一般事務
・�平成28年３月31日現在、学校教育法に基づく大学・短大・高等
専門学校・高等学校・専門学校卒業見込みまたは卒業者で、昭
和61年４月２日以降に生まれた方

８名程度

一般事務

（身体障

がい者）

・�平成28年３月31日現在、学校教育法に基づく大学・短大・高等
専門学校・高等学校・専門学校卒業見込みまたは卒業者で、昭
和61年４月２日以降に生まれた方
・�視覚障がい者、聴覚障がい者、音声・言語障がい者、内部障が
い者又は肢体不自由者で身体障害者手帳の交付を受けている方
・�視覚、聴覚障がい者については、補正器具等の使用により電話
や窓口の応対等の通常業務に対応できる方
・�活字印刷文（文字の大きさはこの案内と同程度）による出題に
対応できる方

１名程度

土木技師

・�平成28年３月31日現在、学校教育法に基づく大学、短期大学、�
高等専門学校、高等学校のいずれかにおいて土木に関する課程
を修めた方又は修める見込みの方で、昭和55年４月２日以降に
生まれた方

１名程度



（１０）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

今
月
は 

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
で
す

問
総
合
政
策
部
税
務
課
撒（
57
）４
１
２
２

　
納
付
書
（
普
通
徴
収
分
）
の
発
送

予
定
は
、
７
月
15
日
で
す
。（
納
期

は
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
８
回

で
す
。）

国
民
健
康
保
険
税

　
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
、
国
保

税
）
は
、
私
た
ち
が
病
気
や
け
が
を

し
た
時
に
安
心
し
て
治
療
を
受
け
る

た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

◎
納
税
義
務
者

①�

４
月
１
日
現
在
、
ま
た
は
そ
れ
以

降
に
野
木
町
国
民
健
康
保
険
（
以

下
、
国
保
）
の
被
保
険
者
で
あ
る

世
帯
主

②�

４
月
１
日
現
在
、
ま
た
は
そ
れ
以

降
に
擬
制
世
帯
主
（
世
帯
主
は
国

保
に
加
入
し
て
い
な
い
が
、
そ
の

家
族
が
加
入
し
て
い
る
場
合
）
で

あ
る
方

◎
税
額
の
計
算
方
法

　�

年
税
額
＝
均
等
割
＋
平
等
割
＋
所

得
割
＋
資
産
割

※�

課
税
限
度
額
（
医
療
保
険
分
47
万

円
、
後
期
支
援
分
12
万
円
、
介
護

保
険
分
10
万
円
）

◎
賦
課
算
定
の
対
象
年
齢

医
療
保
険
分
　
０
歳
～
75
歳
未
満

後
期
支
援
分
　
０
歳
～
75
歳
未
満

介
護
保
険
分
　
40
歳
以
上
65
歳
未
満

◎
被
保
険
者
の
異
動
届
出

　
国
保
の
加
入
・
脱
退
に
は
、
自
ら

町
住
民
課
に
届
出
が
必
要
で
す
。
加

入
届
出
が
遅
れ
る
と
、
国
保
税
を

遡
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
脱
退
届
出
が
遅
れ
る
と
、
い

お知らせ

日 容 儡所 定対 申

つ
ま
で
も
国
保
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
所
得
の
申
告

　
所
得
の
少
な
い
世
帯
に
は
、
国
保

税
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
が
、
所
得
の

申
告
が
無
い
と
世
帯
の
所
得
状
況
が

不
明
の
た
め
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減

　
こ
の
制
度
に
よ
る
軽
減
を
受
け
る

に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
あ
て

は
ま
る
方
は
税
務
課
に
ご
申
請
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　
対
象
者
と
な
る
方
に
は
、
９
月
に

「
特
別
徴
収
税
額
の
通
知
書
」
を
送

付
し
ま
す
。

　
次
の
①
～
③
す
べ
て
に
あ
て
は
ま

る
方
が
対
象
で
す
。

①�

世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
と�

な
っ
て
い
る

②�

世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
の
全
員

が
65
歳
以
上
75
歳
未
満

③�
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者

で
、
介
護
保
険
料
と
国
保
税
を
合

わ
せ
た
額
が
　
年
金
受
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い

今
月
は 

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）の
納
期
で
す

問
総
合
政
策
部
税
務
課
撒（
57
）４
１
２
２

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
社
会
全
体

で
支
え
合
う
制
度
で
す
。
そ
の
費
用

の
一
部
は
、
40
歳
以
上
の
方
に
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
料
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
40
歳
か
ら
64
歳
の
方

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
中

で
「
介
護
分
」
と
し
て
納
め
て
い
た

だ
き
、
65
歳
以
上
の
方
は
町
に
直
接

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
介

護
保
険
料
は
、
年
金
の
受
給
額
に

よ
っ
て
納
め
方
が
法
律
で
決
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
個
人
で
納
め
方
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◎
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め

る
方(

普
通
徴
収)

　
次
の
理
由
に
よ
り
、
特
別
徴
収

(

年
金
か
ら
天
引
き)

以
外
の
方
が

対
象
で
す
。

①�

老
齢
基
礎
年
金
や
退
職
年
金
、
遺

族
年
金
、
障
害
年
金
の
受
給
額
が

年
額
18
万
円
未
満

②
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
方

③
年
度
の
途
中
で
野
木
町
に
転
入
し
た
方
な
ど

区分 課税標準
税率

医療保険 後期支援 介護保険

均等割 世帯内の被保険者数 一人につき
２２，０００円

一人につき
６，２００円

一人につき
６，０００円

平等割 一世帯一律に 一世帯につき
２２，０００円

一世帯につき
６，２００円

一世帯につき
６，０００円

所得割 前年中の総所得金額＋
山林所得金額－３３万円 ６．４％ １．５％ １．３％

資産割 固定資産税額
（土地、建物にかかる分） ３３．０％ ７．０％ ４．３％



（１１）

※�

特
別
徴
収
の
10
月
以
降
の
本
徴
収

額
は
、
８
月
下
旬
頃
送
付
予
定
の

「
介
護
保
険
料
特
別
徴
収
開
始
通

知
書
」
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
保
険
料
の
段
階

　�

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、

所
得
な
ど
に
応
じ
て
、
左
表
の
よ

う
な
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

※
公
述
希
望
者
が
い
な
い
場
合
は
公

　�

聴
会
を
実
施
し
ま
せ
ん
。
傍
聴
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催
の
有
無

に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
問
合
せ
先

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
薬
飛
散
に
よ
る
被
害

の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
57
）４
１
５
１

　
住
宅
地
に
隣
接
し
て
い
る
森
林
、

農
地
（
家
庭
菜
園
を
含
む
）
な
ど
の

管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
農
薬
の
飛
散

を
原
因
と
す
る
住
民
や
ペ
ッ
ト
等
へ

の
健
康
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
で

き
る
だ
け
農
薬
を
使
用
し
な
い
管
理

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
農
薬
を
散
布
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
は
、
事
前
に
周
辺
住
民
へ
の
連
絡

や
看
板
の
設
置
を
行
う
、
散
布
す
る

際
の
風
向
き
や
時
間
帯
を
考
慮
す
る

な
ど
、
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
農
薬
に
は
、
病
害
虫
の
防
除
を
目

　
的
に
散
布
す
る
も
の
の
他
に
、�

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家
庭
菜
園
用
の

　
ス
プ
レ
ー
式
の
殺
虫
剤
や
殺
菌
剤
、

　
芝
生
等
の
雑
草
対
策
で
使
用
す
る

　
除
草
剤
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

都
市
計
画
の
構
想
の
縦
覧
お
よ

び
公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て

問
県
都
市
計
画
課

　
　
撒
０
２
８（
６
２
３
）２
４
６
５

　
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

撒（
57
）４
１
６
１

都
市
計
画
の
構
想

▽�

小
山
栃
木
都
市
計
画
区
域
マ
ス�

タ
ー
プ
ラ
ン
（
都
市
計
画
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
）【
県
決
定
】

▽�

区
域
区
分
の
変
更
【
県
決
定
】、�

用
途
地
域
の
変
更
、
土
地
区
画
整

理
事
業
の
決
定
、
地
区
計
画
の
決

定
【
以
上
、
町
決
定
】（
野
木
工

業
団
地
北
部
地
区
）

縦
覧

日
６
月
23
日（
火
）～
７
月
７
日（
火
）

　（
土
日
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

所
県
都
市
計
画
課

　
栃
木
土
木
事
務
所
企
画
調
査
課

　
町
都
市
整
備
課

※
構
想
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は

　�

縦
覧
期
間
中
（
た
だ
し
地
区
計
画

の
決
定
に
つ
い
て
は
、
７
月
14
日

（
火
）ま
で
）
公
聴
会
で
公
述
人
と

な
る
意
思
の
有
無
を
明
記
し
て
、

直
接
又
は
郵
送
で
意
見
申
出
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

公
聴
会
（
地
区
計
画
を
除
く
）

日
７
月
21
日（
火
）18
時
30
分
か
ら

所
町
役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

お知らせ

※
合
計
所
得
金
額

　�

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
に
相
当

す
る
金
額
（
収
入
の
種
類
に
よ
り

計
算
方
法
が
異
な
り
ま
す
）
を
控

除
し
た
金
額
の
こ
と
で
、
扶
養
控

除
や
医
療
費
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
を
す
る
前
の
金
額
で
す
。

段階 対象者 算定基準 年間保険料

第1段階
・生活保護の受給者
・世帯全員が町民税非課税で、老齢福祉年金の受給者
　および本人年金収入額が８０万円以下の人

基準額
×０．４５ ２８，６２０円

第２段階 世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額＋課
税年金収入額が８０万円を超え１２０万円以下の人

基準額
×０．７５ ４７，７００円

第３段階 世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額＋課
税年金収入額が１２０万円を超える人

基準額
×０．７５ ４７，７００円

第４段階 世帯課税かつ本人が町民税非課税で、前年の合計所得
金額＋課税年金収入額が８０万円以下の人

基準額
×０．９０ ５７，２４０円

第５段階 世帯課税かつ本人が町民税非課税で、前年の合計所得
金額＋課税年金収入額が８０万円を超える人 基準額 ６３，６００円

第６段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円
未満の人

基準額
×１．２０ ７６，３２０円

第７段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円
以上１９０万円未満の人

基準額
×１．３０ ８２，６８０円

第８段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が１９０万円
以上２９０万円未満の人

基準額
×１．５０ ９５，４００円

第９段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が２９０万円
以上の人

基準額
×１．７０ １０８，１２０円

お
詫
び
と
訂
正
　
広
報
の
ぎ
５
月
号
に
折
り
込
み
ま
し
た
「
野
木
町
役
場
庁
舎
内
配
置
図
」
中
、
役
場
の
終
業
時
間
お
よ
び
自
動
交
付
機
の
終
了
時
間
が
「
午
後
５
時
30
分
」
と
表

　
　
　
　
　
　
　
記
し
て
い
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
午
後
５
時
15
分
」
で
す
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



（１２）

平
成
27
年
高
次
脳
機
能 

障
害
巡
回
相
談
事
業

問
と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　撒
０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
４

　
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
脳
が

損
傷
を
受
け
る
と
、
損
傷
し
た
場
所

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
思
考
・
記
憶
・

行
為
・
言
語
・
注
意
な
ど
の
脳
の
機

能
に
障
害
が
起
き
た
状
態
を
高
次
脳

機
能
障
害
と
い
い
ま
す
。

　
高
次
脳
機
能
障
害
は
外
見
か
ら
は

わ
か
り
に
く
い
た
め
、
周
り
の
人
か

ら
理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
誤
解

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ご
本
人
や
ご
家
族
が
つ

ら
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
県
で
は
巡
回
相
談
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
野
木
町
民
の
相
談
は
、
上
三
川

町
役
場
に
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

日
７
月
22
日（
水
）

受
付
時
間
　
13
時
～
14
時
30
分

所
上
三
川
町
役
場

相
談
時
間
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

申�

７
月
15
日（
水
）ま
で
に
、
問
合
せ

先
に
直
接
お
申
込
く
だ
さ
い
。（
予

約
制
）

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

お知らせ

日 容 儡所 定対 申

「
お
口
の
健
康
」 

　
８
０
２
０
運
動
表
彰

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
７
１

　
小
山
歯
科
医
師
会

　
　
　
撒
０
２
８
５（
39
）７
２
９
０

　
８
０
２
０
運
動
と
は
、
80
歳
に

な
っ
て
も
、
健
康
な
自
分
の
歯
を
20

本
残
そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
こ
の

８
０
２
０
運
動
の
普
及
啓
発
を
目
的

に
表
彰
事
業
を
行
い
ま
す
。（
粗
品

贈
呈
）

応
募
資
格

　�
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
満
80

歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以

上
あ
る
方
（
虫
歯
の
治
療
を
し
て

あ
っ
て
も
、
自
分
の
歯
が
残
っ
て

い
れ
ば
該
当
し
ま
す
。
過
去
の
表

彰
者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

診
査
方
法

　�

指
定
の
歯
科
医
院
に
て
、
歯
科
検

診
（
無
料
）
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　
８
月
22
日（
土
）ま
で
に
、
電
話
で

　
指
定
医
療
機
関
へ
直
接
申
込
み
く

　
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関

　
池
松
歯
科
医
院
撒（
54
）１
１
８
１

　
上
原
歯
科
医
院
撒（
57
）３
８
６
０

　
杉
田
歯
科
医
院
撒（
57
）０
１
１
８

　
せ
き
ぐ
ち
歯
科
医
院
撒（
57
）０
０
６
５

　
中
澤
歯
科
医
院
撒（
57
）３
０
０
２

臨
時
職
員
候
補
者
募
集

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
57
）４
１
５
８

　
臨
時
職
員
（
月
15
日
程
度
）
の
候

補
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
た
方
を
、「
候
補
者
」

と
し
て
受
付
か
ら
２
年
間
名
簿
に
登

載
し
、
そ
の
中
か
ら
次
の
よ
う
な
場

合
に
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

採
用
す
る
場
合

・�

職
員
に
出
産
休
暇
な
ど
で
欠
員
が

生
じ
た
場
合

・�

そ
の
ほ
か
管
理
運
営
上
、
必
要
が

生
じ
た
場
合

受
付
随
時

　�

写
真
貼
付
の
履
歴
書
を
総
務
課
へ

（
要
資
格
職
種
の
場
合
、
資
格
証

な
ど
の
写
し
添
付
）

職種 仕事内容 賃金
（円） 期間

一般
事務 一般行政事務補助 時給

７８０

６か月
以内

保健師 保健指導、予防接種事務等補助
（保健師資格を有する者）

時給
１０７０

看護師 予防接種等補助
（看護師資格を有する者）

時給
１０００

准
看護師

予防接種等補助
（准看護師資格を有する者）

時給
９６０

広　　告



（１３）

お知らせ

野
木
町
政
治
倫
理
審
査

会
委
員
を
公
募
し
ま
す

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
57
）４
１
１
４

　
町
で
は
平
成
15
年
４
月
か
ら
野
木

町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
施
行

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
で
は
、
町
議
会
議
員
が

政
治
倫
理
基
準
等
に
反
す
る
疑
い
が

あ
る
場
合
、
必
要
な
調
査
等
の
処
理

を
行
う
た
め
、
政
治
倫
理
審
査
会
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
審
査
会
の
委
員
は
、
議
会
の
同
意

を
得
て
町
長
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、

任
期
は
２
年
（
平
成
27
年
10
月
１
日

～
平
成
29
年
９
月
30
日
）
と
な
り
ま

す
。

応
募
資
格

①�

町
議
会
議
員
お
よ
び
町
長
選
挙
の

選
挙
権
を
有
す
る
方

※�

直
近
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
る
方
（
平
成
27
年
６
月
２
日

定
時
登
録
）

②�

政
治
倫
理
に
関
心
が
あ
り
、
審
査

会
に
出
席
し
て
い
た
だ
け
る
方

公
募
人
員
　
３
人

審
査
会
実
施
時
期

　�
調
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
随
時

開
催
さ
れ
ま
す
。

応
募
方
法

　
任
意
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
総
務
課
ま
で
。

①�

「
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
応
募
」

と
明
記

②�

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号

　
〒
３
２
９-

０
１
９
５（
住
所
不
要
）

　
野
木
町
総
合
政
策
部
　
総
務
課

　
姉（
57
）４
１
９
０

　
死soum

u@
tow
n.nogi.lg.jp

応
募
期
限
　
７
月
17
日（
金
）必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選

平
成
26
年
中
に
家
屋
を
新
築

等
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
方
へ

問
栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　
撒
０
２
８
２（
23
）３
４
１
３

　
平
成
26
年
中
に
家
屋
を
新
築
、
増

築
お
よ
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ
た

方
に
対
し
、
７
月
に
不
動
産
取
得
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
送
付
さ

れ
た
方
は
、
納
期
限
７
月
31
日（
金
）

ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た

は
県
税
事
務
所
窓
口
に
て
納
税
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

栃
木
県
税
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市町村税徴収強化月間

い
ま
い
ち
ど
ご
自
分
の
納
付
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
総
合
政
策
部
税
務
課
撒（
57
）４
１
２
４
・
４
１
４
４

　納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た
め
、
７
月
～
８
月
を
「
市
町
村

税
徴
収
強
化
月
間
」
と
し
て
、
栃
木
県
と
の
協
働
で
、
徴
収
強
化
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

★
一
人
ひ
と
り
が
町
を
支
え
る

　皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
町
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま
す
。
納
税
し

な
い
人
が
増
え
る
と
生
活
に
必
要
な
様

々
な
事
業
が
行
え
な
く
な
り
ま
す
。

★
自
主
的
な
納
付
を
鎧

　町
で
は
、
住
民
の
皆
様
の
自
主
的
な
納
税
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
納
期

限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
財
産
の
滞
納
処
分
（
差
し
押
さ
え
・

公
売
な
ど
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
差
し
押
さ
え
財
産
の
調
査
の

た
め
、
滞
納
者
の
住
居
や
事
業
所
の
捜
索
、
自
動
車
差
し
押
さ
え
の
た
め

の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　滞
納
処
分
を
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納
税
を

お
願
い
し
ま
す
。

★
町
で
は
税
収
確
保
に
向
け
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

納
税
相
談
：
町
税
な
ど
を
納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
方
の
相
談

　
　
　
　
　を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

納
税
催
告
：
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
・
催

　
　
　
　
　告
書
な
ど
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問

　
　
　
　
　を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査
：
滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、
保
険
会

　
　
　
　
　社
、
通
信
機
関
な
ど
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

給
与
調
査
：
滞
納
者
の
給
与
を
差
し
押
さ
え
す
る
た
め
、
勤
務
先
に
対
し

　
　
　
　
　給
与
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

差
押
処
分
：�

不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な

　
　
　
　
　ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
差
し
押
さ
え
後
も
納
付
さ

　
　
　
　
　れ
な
い
場
合
、
差
し
押
さ
え
財
産
の
公
売
・
取
り
立
て
を
行

　
　
　
　
　い
ま
す
。



（１４）

お知らせ

介
護
保
険
負
担
割
合
証

の
お
知
ら
せ

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
７
３

　
平
成
27
年
８
月
か
ら
一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
方
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
の
負
担
割
合
が
２

割
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
際
に
介
護
保
険
証
と
は
別
に
負
担

の
割
合
が
記
載
さ
れ
た
介
護
保
険
負

担
割
合
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
負
担
割
合
が
２
割
に
な
る
の
は
、

次
の
①
、
②
両
方
に
該
当
す
る
方
で

す
。

①�

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
本
人
（
65
歳
以
上
）
の
合
計

所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上

②�

年
金
収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得

金
額
の
合
計
が

・�

同
一
世
帯
の
65
歳
以
上
の
人
数
が

１
人
の
場
合
は
２
８
０
万
円
以
上

・�

同
一
世
帯
の
65
歳
以
上
の
人
数
が

２
人
以
上
の
場
合
は
３
４
６
万
円

以
上

※�

合
計
所
得
金
額
と
は
、
収
入
か
ら

公
的
年
金
控
除
等
・
給
与
所
得
控

除
・
必
要
経
費
等
を
控
除
し
た
後

で
、
基
礎
控
除
等
等
の
控
除
を
す

る
前
の
金
額
。

　�

そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
と
は
、

合
計
所
得
金
額
か
ら
年
金
に
係
る

所
得
を
差
し
引
い
た
金
額
。

※�

１
割
負
担
の
方
も
含
め
て
、
要
介

護
（
要
支
援
）
認
定
者
全
員
に
介

護
保
険
負
担
割
合
証
を
７
月
下
旬

に
発
送
致
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う

事
前
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

中
学
校
一
部
選
択
制
の
申
請
で
中

学
校
の
選
択
が
可
能
に
な
り
ま
す

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
８
２

　
町
内
の
ど
の
中
学
校
へ
入
学
す
る

か
は
、
住
所
に
よ
る
通
学
区
域
に
基

づ
き
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
地
方
分
権
推
進
や
国
の

教
育
改
革
の
流
れ
を
受
け
て
、
児
童

や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
校

選
択
機
会
の
拡
大
と
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
通
学
区

域
制
度
の
規
制
緩
和
を
図
る
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

（Ｑ）
一
部
選
択
制
と
は
？

（Ａ）
従
来
の
通
学
区
域
を
残
し
た
ま
ま
、

　
毎
年
度
決
定
す
る
受
入
生
徒
数
の

　
範
囲
内
で
、
希
望
す
る
別
の
中
学

　
校
へ
の
就
学
を
認
め
る
も
の
で
す
。

（Ｑ）
希
望
す
る
に
は
？

（Ａ）
保
護
者
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
教

　
育
委
員
会
が
所
定
の
手
続
き
を
と

　
り
入
学
を
決
定
し
ま
す
。
卒
業
ま

　
で
通
う
こ
と
、
自
力
で
通
学
で
き

　
る
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し
ま
す
。

（Ｑ）
受
入
生
徒
数（
28
年
度
入
学
）は
？

（Ａ）
野
木
中
学
校
　
　
　
15
名

　
野
木
第
二
中
学
校
　
15
名

※
受
入
枠
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

○
保
護
者
向
け
説
明
会

日
７
月
25
日（
土
）11
時

所
町
公
民
館

○
学
校
見
学
会

　�

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

各
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

※�

ど
ち
ら
も
詳
細
は
各
小
学
校
を
通

じ
て
保
護
者
に
ご
案
内
し
ま
す
。

※�

町
内
の
小
学
校
以
外
に
通
学
さ
れ

て
い
る
方
は
、
直
接
こ
ど
も
教
育

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度 

障
が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら
の

物
品
等
の
調
達
方
針
の
公
表

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
９
６

　
野
木
町
は
、
国
等
に
よ
る
障
害
者

就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達

の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
24

年
法
律
第
50
号
）
第
９
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
に
お
け

る
障
が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物

品
等
の
調
達
の
推
進
を
図
る
た
め
の

方
針
を
定
め
た
の
で
、
同
法
同
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

１
．
平
成
27
年
度
の
調
達
の
目
標

　
平
成
27
年
度
に
野
木
町
が
障
が
い

者
就
労
施
設
等
か
ら
調
達
す
る
物
品

等
の
目
標
を
、
次
の
と
お
り
と
し
ま

す
。

２
．
調
達
実
績
の
公
表

　
平
成
26
年
度
野
木
町
に
お
け
る
障

が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等

の
調
達
の
実
績
の
概
要
は
、
同
法
同

条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
、
取
り
ま

と
め
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

品目等 調達目標金額

物品
（弁当・その他） ７５万円

役務 １４８万円

合計 ２２３万円

品目等 調達目標金額 調達実績
（達成率）

物品
（弁当・その他） ３０万円 ７１．２万円

（２３７．３％）

役務 １２０万円 ８８．９万円
（７４．１％）

合計 １５０万円 １６０．１万円
（１０６．７％）

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申



（１５）

お知らせ

「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」を
発
行
し
ま
す

問
総
合
政
策
部
政
策
課
撒（
57
）４
１
３
４

　
町
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

情
報
な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子
「
く
ら

し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
、
株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働
事

業
で
発
行
し
ま
す
。

　
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
町

役
場
の
業
務
や
各
種
手
続
き
の
案
内
、

地
域
情
報
、
医
療
情
報
、
企
業
広
告

な
ど
を
掲
載
し
、
平
成
27
年
10
月
頃

か
ら
町
内
全
戸
に
無
料
で
配
布
す
る

予
定
で
す
。

　
発
行
に
あ
た
り
、
広
告
主
を
７
月

か
ら
募
集
し
ま
す
。
担
当
者
が
各
事

業
所
な
ど
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

広
告
募
集
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
先

　
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
小
山
支
店

　
撒
０
２
８
５（
21
）３
４
３
４

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
の
お
知
ら
せ

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

撒（
57
）４
１
９
５

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
10
月
27
日（
火
）14
時
～
16
時

所
コ
ン
セ
ー
レ

　
宇
都
宮
市
駒
生
１-

１-

６

申
７
月
１
日（
水
）～
８
月
14
日（
金
）

　（
当
日
消
印
有
効
）

　
公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

　
〒
３
２
１-

０
９
７
４

　
宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０-

２

　
撒
０
２
８（
６
２
６
）３
１
８
７

申
込
書
類
の
配
布
場
所

　�

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
町
都
市
整
備
課

※�

受
験
資
格
に
つ
い
て
は
試
験
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試
験 

（
裁
判
所
事
務
官
、高
卒
者
区
分
）

問
宇
都
宮
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

　
　
撒
０
２
８（
３
３
３
）０
０
０
５

受
験
資
格

　�

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高

等
学
校
卒
業
後
２
年
以
内
の
方
お

よ
び
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に

高
等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

方
（
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い

て
中
学
校
卒
業
後
２
年
以
上
５
年

未
満
の
方
も
受
験
可
）

受
付
期
間

　
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　
▽http://www-shiken.courts.go.jp/

　
　（
専
用
ア
ド
レ
ス
）

　
　�

７
月
14
日（
火
）～
23
日（
木
）ま

で
（
受
信
有
効
）

　
②
郵
送
に
よ
る
申
込

　
　�

７
月
14
日（
火
）～
17
日（
金
）ま

で
（
７
月
17
日
消
印
有
効
）

試
験
日
　
９
月
13
日（
日
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
〈
公
社
〉野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
撒（
56
）２
１
３
７

興
新
規
会
員
募
集

　
新
規
会
員
の
入
会
説
明
会
を
左
記

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
入
会
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
電
話
連
絡
の
上
お
越

し
下
さ
い
。
入
会
資
格
は
、
野
木
町

在
住
で
、
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
で
す
。

　
特
に
「
障
子
・
襖
・
網
戸
貼
り
」、

「
農
作
業
」、「
草
取
り
」、「
屋
内
清

掃
」、「
家
事
援
助
」、「
毛
筆
賞
状
書

き
」
及
び
「
ト
ラ
ク
タ
ー
の
操
作
」

の
で
き
る
方
を
募
集
中
で
す
。

入
会
説
明
会
　

日�

７
月
９
日（
木
）14
時
～
15
時
30
分

（
筆
記
用
具
持
参
）

興
刃
物
研
ぎ

所
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

日
７
月
17
日（
金
）10
時
～
15
時

儡
包
丁
類
　
　
　
２
０
０
円
～

　
ハ
サ
ミ
類
　
　
６
０
０
円
～

　
鎌
・
ナ
タ
類
　
３
０
０
円
～

興
障
子
・
襖
貼
り

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
子
・
襖
・
網
戸
の
張
替
も
承
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
依
頼
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

狩
猟
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

問
県
南
環
境
森
林
事
務
所

　
　
　
撒
０
２
８
３（
23
）１
４
４
１

　
県
猟
友
会

　
　
撒
０
２
８（
６
１
１
）１
５
２
６

　
深
刻
化
す
る
野
生
鳥
獣
被
害
に
対

応
し
、
捕
獲
の
担
い
手
と
な
る
狩
猟

者
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
県
で
は
狩

猟
免
許
試
験
の
事
前
講
習
会
の
受
講

者
に
対
し
、
テ
キ
ス
ト
無
料
配
布
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
狩
猟
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

事業主のみなさまへ

　平成２７年度の労働保険年度更新の申告・
納付期間は６月１日～７月１０日となりま
す。
　詳しくはお問い合わせください。
問栃木労働局労働保険徴収室
　　　　　　　　　　　撒０２８（６３４）９１１３



（１６）

お知らせ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

対
ど
な
た
で
も
参
加
可

儡
無
料

定
①
15
名
程
度
　
②
20
名
程
度

　
③
④
50
～
１
０
０
名
程
度

申
７
月
10
日（
金
）ま
で
に
問
合
せ
先
ま
で

「
き
ら
り
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
き
ら
り
館
」　
撒（
23
）１
２
３
１

　
　
　
　
　
　
　
姉（
23
）１
２
３
２

　
死kirarikan@

pearl.ocn.ne.jp

興
き
ら
り
大
楽
院
27
年
上
期
講
座

　
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座（
１
）

　
シ
ニ
ア
世
代
の
み
な
さ
ん
、
あ
な

た
の
力
と
時
間
を
地
域
活
動
に
使
っ

て
み
ま
せ
ん
か
！

日
・
容
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照
　
全
４
回

所�

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
り
館
」
会
議
室

定�

先
着
15
名(

前
年
受
講
の
方
も
引

き
続
き
受
講
で
き
ま
す)

対�

町
内
在
住
在
勤
・
周
辺
地
域
の
シ

ニ
ア
（
60
歳
以
上
）
の
方

儡
無
料

　（
但
し
校
外
学
習
は
実
費
負
担
）

申�

７
月
20
日（
月
）ま
で
に
、「
き
ら
り

館
」へ
直
接
又
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

共
催

　�

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
り
館
」

　
の
ぎ
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業 

「
渡
良
瀬
遊
水
地
で
　
遊
び
・
学

び
・
汗
を
か
こ
う
！
」（
前
期
）

問
野
木
町
の
自
然
環
境
を
い
か
す
会

　
川
元
撒
０
９
０-
９
３
１
９-

６
９
９
１

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
と
し

て
新
た
な
歩
み
を
始
め
た
渡
良
瀬
遊

水
地
。
重
い
歴
史
を
踏
ま
え
、『
再

生
の
原
風
景
』
の
中
で
、
遊
び
・
学

び
・
汗
を
か
き
な
が
ら
、
遊
水
地
の

今
と
こ
れ
か
ら
を
見
守
っ
て
い
き
ま

せ
ん
か
。

興
伝
統
芸
能
講
座
「
津
軽
三
味
線
」

　
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　「
何
か
趣
味
を
持
ち
た
い
」と
思
っ

て
い
る
方
、
こ
の
機
会
に
三
味
線
を

ぜ
ひ
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

日
・
容
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

※
原
則
と
し
て
全
３
回
出
席
で
き
る
方

所
き
ら
り
館

定
前
半
の
部
　
５
名

　
後
半
の
部
　
５
名
（
各
先
着
順
）

儡
無
料

講
師
　
須
田�

由
雄�

さ
ん

　
　
　（
市
川
喜
英
由
会
）

申�

直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
、
き
ら
り
館
ま
で

主
催
　�

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
「
き
ら
り
館
」

人
権
標
語

　
　友
達
と

　
　
　
　
　過
ご
せ
る
毎
日

　宝
物野

木
第
二
中
学
校
　
佐さ

と

う藤
　
麗

う
ら
ら

（
２６
年
度
に
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

回 日時 内容

１
７月２６日（日）

前半の部：１４時～１５時
後半の部：１５時～１６時

・開講式
・三味線の知識と実技

２
８月２３日（日）

前半の部：１４時～１５時
後半の部：１５時～１６時

・実践と実技

３
９月２７日（日）

前半の部：１４時～１５時
後半の部：１５時～１６時

・実践と実技

◎伝統芸能講座「津軽三味線」プログラム

回 日時 内容 講師

１ ７月２４日（金）
１０時～１２時

おもちゃを作ろう！
「エコ楽し　おもちゃ作り」 のぎネット

２ ８月７日（金）
１０時～１２時

周辺地域の歴史を知る（１）
「小山氏と野木宮の合戦」 いいとこ教え隊おやま

３ ８月２８日（金）
１０時～１２時

周辺地域の歴史を知る（２）
「小山氏と結城氏のつながり」 いいとこ教え隊おやま

４ ９月２５日（金）
８時～１５時

フィルドワーク（公開講座）
「田中正造翁を支えた古河の人々」

現地ガイド予定
（古河市街）

◎地域デビュー講座（１）プログラム

回 日時 内容 備考

① ７月５日（日）
９時～１３時

きらり館～遊水地サイクリング
講師：野木町の自然環境をいか
す会

集合場所：きらり
館�※レンタサイ
クル（６台）あり

② ７月２５日（日）
１０時～

野木煉瓦窯及び雷電神社見学
協力：野木町煉瓦窯を愛する会

煉瓦窯集合（自家
用車駐車可）

③ ８月２３日（日）
１０時～１２時

講演「渡良瀬遊水地の四季の美
しさを知る」
講師：東京新聞写真部、
プロカメラマン：堀内�洋助�氏

開催場所：町公民
館

④ ８月３０日（日）
９時４５分～１２時

シンポジウム「田中正造と渡良
瀬遊水地と野木町」
主催：渡良瀬川研究会

開催場所：エニス
ホール（大ホール）

◎「渡良瀬遊水地で　遊び・学び・汗をかこう！」（前期）プログラム

※その他、後期講座も順次開催予定です。



（１７）

親
子
セ
ミ
ナ
ー

問
町
公
民
館
　
　
撒（
57
）４
１
７
７

　
親
子
で
、
楽
し
く
有
意
義
な
夏
休

み
に
し
ま
せ
ん
か
！
多
様
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
！

日
・
容
別
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

所
町
公
民
館
、
他

対
町
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

　（
祖
父
母
可
）

定
25
名
程
度
　

儡
１
人
　
１
、５
０
０
円

　（
入
館
料
・
材
料
費
な
ど
）

申�

７
月
６
日（
月
）～
７
月
16
日（
木
）、

受
講
料
を
添
え
て
町
公
民
館
ま
で

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館
　
　
撒（
57
）４
１
７
７

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日
７
月
９
日（
木
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
７
月
18
日（
土
）

　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

所
町
公
民
館
２
階
　
第
４
研
修
室

※�

日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。夏

休
み
工
作
教
室

問
町
公
民
館
　
　
撒（
57
）４
１
７
７

　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
紙
工
作
）

「
か
え
る
の
合
唱
」。
ハ
ン
ド
ル
を
回

す
と
親
子
の
か
え
る
が
口
を
開
け
て

パ
ク
パ
ク
し
ま
す
！

日
７
月
29
日（
水
）10
時
～
12
時

　
７
月
30
日（
木
）10
時
～
12
時

所
町
公
民
館

対
町
内
在
住
の
小
学
生

持
ち
物
　�

は
さ
み
・
定
規
・
筆
記
用

具
・
水
筒

儡
３
０
０
円
（
材
料
費
）

定
先
着
20
名

講
師
　�

Ｓ
Ｖ
Ｃ
（
公
民
館
サ
ポ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

申
７
月
６
日（
月
）～
17
日（
金
）

　
受
講
料
を
添
え
て
町
公
民
館
へ

野
木
交
響
楽
団
第
５
回

定
期
演
奏
会

問
谷や

つ津
撒
０
９
０-

１
４
２
８-

４
６
５
２

日
７
月
12
日（
日
）

　
13
時
30
分
開
場
、
14
時
開
演

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

曲
目

・
歌
劇
「
魔
笛
」
序
曲
（
モ
ー
ツ
ア

　
ル
ト
作
曲
）

・
交
響
曲
第
５
番
「
宗
教
革
命
」（
メ

　
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
）

・
交
響
曲
第
９
番
「
新
世
界
か
ら
」

　（
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
）

指
揮
　
西
谷�

和
己�

氏

儡
無
料
（
整
理
券
は
あ
り
ま
せ
ん
）

主
催
　
野
木
交
響
楽
団

後
援
　
野
木
町
・
野
木
町
教
育
委
員
会

国
際
交
流
協
会
の
催
し 

　
い
け
ば
な
体
験
講
座

問
町
国
際
交
流
協
会
企
画
担
当

　
真
瀬
美
智
子

　
撒（
55
）１
６
７
３

　
撒
０
９
０-

８
０
３
８-

６
０
３
５

・・・
夏
の
花
を
楽
し
む
い
け
ば
な
・・・

日
７
月
19
日（
日
）10
時
～
12
時

所
町
公
民
館
　

講
師
　
草
月
流
師
範�

真
瀬�

美
智
子�

氏

定
先
着
10
名

対�

外
国
籍
の
方
、
日
本
の
方
を
問
い

ま
せ
ん
。

儡
当
協
会
会
員
　
５
０
０
円

　
非
会
員
　
　
　
１
、０
０
０
円

申
７
月
３
日（
金
）～
10
日（
金
）

　�

町
公
民
館
へ
受
講
料
を
添
え
て
申

し
込
む
。

※
各
自
で
用
意
し
て
持
参
す
る
も
の

①�

身
近
に
あ
る
花
器
（
花
瓶
・
水
盤
・

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
・
洋
酒
の
空
き
瓶

等
水
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
器
）

②�

ハ
サ
ミ
・
花
包
み
（
ビ
ニ
ー
ル
風

呂
敷
程
度
で
可
）

生涯学習

生
涯
学
習

回 日時 内容・講師

１ ７月２３日（木）
１０時～１２時

・開講式
・体験学習
　「手作りおもちゃを作ろう～不思議な万華鏡～」
　講師：元野木中学校教頭　若菜�誠�氏

２ ７月２９日（水）
８時４０分～１６時

・館外学習
　群馬県 ｢鉄道博物館」と「こんにゃくパーク｣ 見学の旅

３ ８月６日（木）
１０時～１２時

・体験学習
　誰でも手軽にできる「消しゴムハンコ」
　講師：オピニオン友の会

４ ８月２４日（月）
１０時～１２時３０分

・親子ふれあいクッキング「スパゲッティミートソース」
　講師：オピニオン友の会
・閉講式

◎親子セミナープログラム



（１８）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

生涯学習・スポーツ

日 容 儡所 定対 申

☆
幻
想
的
な
世
界
へ
！ 

　
　
第
16
回
写
真
展

問
町
文
化
協
会
写
真
部

　
石
川
　
　
　
　
撒（
56
）１
３
６
８

日
７
月
17
日（
金
）～
20
日（
月
）

　
９
時
～
17
時

　�（
初
日
は
13
時
か
ら
・
最
終
日
は

16
時
ま
で
）

所
町
公
民
館
２
階
　
視
聴
覚
室

主
催
　
町
文
化
協
会
　
写
真
部

第
２
回
夏
休
み
早
起
き
親
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
教
室(

ボ
ー
ル
と
遊
ぼ
う)

問
生
涯
学
習
課
　
撒（
57
）４
１
８
７

　
町
の
小
学
生
と
そ
の
親
子
を
対
象

に
、
ボ
ー
ル
を
打
つ
楽
し
さ
を
体
感

す
る
。

日
夏
休
み
期
間
中
の
毎
週
土
曜
日
　

　(

全
５
回)

　�

７
月
25
日
、
８
月
１
日･

８
日

･

22
日･

29
日

　
７
時
～
９
時
ま
で

所
町
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　(

２
面)

対
町
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

儡
１
人
　
１
、０
０
０
円

　(

保
険
料
含
む)

持
ち
物

　�

運
動
の
出
来
る
服
装
、
テ
ニ
ス�

シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト(

貸
出
あ
り)

申�

７
月
６
日(

月)

～
17
日(

金)

ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ

先
へ

家
族
で
テ
ニ
ス
を
鎧 

第
15
回
夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
＆

パ
パ･

マ
マ
の
テ
ニ
ス
教
室

問
生
涯
学
習
課
　
撒（
57
）４
１
８
７

日�

７
月
25
日
、
８
月
１
日･

８
日

･

22
日･
29
日(

各
土
曜
日)

全
５
回
　
７
時
～
９
時

※�

開
始
時
刻
で
雨
の
場
合
は
中
止
。

中
止
の
場
合
は
、
可
能
な
限
り
振

替
日
を
設
定
し
ま
す
。

所
町
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
○
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　
　
野
木
町
在
住
の
小
中
学
生

　
○
パ
パ･

マ
マ
教
室

　
　�

そ
の
保
護
者
　(

但
し
、
希
望

者
の
み)

及
び
一
般
の
方

定�

ジ
ュ
ニ
ア
教
室
、
パ
パ･

マ
マ
教

室
　
各
20
名(

先
着
順)

容�

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
家
族
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
、

硬
式
テ
ニ
ス
の
初
歩
を
プ
ロ
テ
ニ

ス
コ
ー
チ
が
指
導
し
ま
す
。

　�

な
お
、
一
般
の
方
の
参
加
も
募
集

し
ま
す
。

儡�

１
人
　
２
、
０
０
０
円(

ジ
ュ
ニ

ア
、
パ
パ･

マ
マ
教
室
と
も)

持
ち
物

　�

運
動
の
出
来
る
服
装
、
運
動
靴

(

出
来
れ
ば
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ)

、�

飲
み
物

申�

７
月
６
日(

月)

～
17
日(

金)

ま
で
に

参
加
費
を
添
え
、
問
い
合
わ
せ
先

へ(

定
員
に
な
り
次
第
、
締
切)

第
17
回
野
木
町
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
協
会

　
寺
内
好
子
撒
０
９
０-

４
３
７
５-

１
０
３
１

日
８
月
23
日(

日)

　
９
時
～

所
野
木
中
新
体
育
館

　
野
木
第
二
中
体
育
館

対
町
内
在
住
在
勤
者

種
目

○
男
女
混
合

　
・
フ
リ
ー(

年
齢
制
限
無
し)

　
・
シ
ル
バ
ー(�

40
歳
以
上
　
男
女

各
２
名)

　
・
ゴ
ー
ル
ド(�

50
歳
以
上
　
男
女

各
２
名)

○
レ
デ
ィ
ー
ス

　
・
シ
ル
バ
ー(�
40
歳
以
上
３
名
、

18
歳
以
上
１
名)

儡
１
人
　
５
０
０
円

申�

７
月
１
日(

水)

～
８
日(

水)

ま
で
に

問
い
合
わ
せ
先
へ

プ
ー
ル
無
料
開
放
事
業

問
生
涯
学
習
課
　
撒（
57
）４
１
８
７

　
今
年
も
野
木
第
二
中
プ
ー
ル
を
一

般
開
放
し
ま
す
。

開
放
日
　�

７
月
25
日
～
８
月
９
日
ま

で
の
毎
週
土･

日
曜
日

　
　
　
　
８
月
16
日･

23
日

開
放
時
間
　
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
13
時
～
16
時

対
町
在
住
在
勤
者

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

そ
の
他

･

ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
着
用

･

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
１
０
０
円
　

　(

リ
タ
ー
ン
式)

･

水
中
歩
行
、
低
学
年
児
童
用
に

　
１
コ
ー
ス
調
整
台
設
置

　(

水
深
１
ｍ
以
下)

･

監
視
員
の
指
示
に
従
う
こ
と

･

幼
児
用
仮
設
プ
ー
ル
あ
り

ス
ポ
ー
ツ



（１９）

日･

電
話
番
号･

性
別
を
記
入
の

う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
問
い
合

わ
せ
先
へ

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

ボ
デ
ィ
メ
イ
キ
ン
グ
講
座

問
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
撒（
57
）４
１
８
７

　
ス
ト
レ
ッ
チ･

ピ
ラ
テ
ィ
ス･

ソ

フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
、
基
礎
代
謝

Ｕ
Ｐ
＆
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

健
康
で
美
し
い
身
体
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

日
７
月
18
日･

25
日
、
８
月
１
日･

　
８
日
　
各
土
曜
日
　
全
４
回

　
14
時
～
15
時
30
分

所
町
武
道
館

対
町
内
在
住
在
勤
者

定
25
名

儡
ク
ラ
ブ
会
員
　
１
、０
０
０
円

　
非
会
員
　
　
　
２
、０
０
０
円

講
師
　
染
野�

智
子�

氏

　
　
　�（
日
本
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
連
盟

公
認
指
導
員
）

持
ち
物

　�

運
動
の
出
来
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ

ス
タ
オ
ル
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

申�

７
月
６
日(

月)

～
15
日(

水)

の
間
に
、

問
い
合
わ
せ
先
へ

スポーツ

小
学
生
水
泳
教
室

問
生
涯
学
習
課
　
撒（
57
）４
１
８
７

日
７
月
25
日(
土)

、26
日(

日)

13
時
～

所
野
木
第
二
中
プ
ー
ル

対
町
内
の
小
学
生

　(

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴)

儡
無
料

申
当
日
13
時
ま
で
に
直
接
会
場
へ

Ｅ
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
２
０
１
５ 

渡
良
瀬
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

問
生
涯
学
習
課
　
撒（
57
）４
１
８
７

　
10
人
乗
り
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト(

Ｅ
ボ
ー

ト)

を
利
用
し
た
、
往
復
４
０
０
ｍ
の

タ
イ
ム
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

日
８
月
22
日(

土)

　
８
時
～
13
時(

予
定)

※
雨
天･

強
風
中
止

所�

渡
良
瀬
遊
水
地
内
　
谷
中
湖
北
ブ

ロ
ッ
ク

対�

栃
木
市･

加
須
市･

板
倉
町･

小

山
市･

野
木
町･

古
河
市
に
在
住･

在
学･

在
勤
の
方
及
び
関
係
団
体

１
チ
ー
ム
10
人
編
成(

性
別
問
わ
ず)

儡
１
チ
ー
ム
　
３
、０
０
０
円

申�

７
月
24
日(

金)

ま
で
に
代
表
者

(

中
高
生
の
場
合
は
、
保
護
者
ま

た
は
学
校
関
係
者)

お
よ
び
参
加

者
全
員
の
住
所･

氏
名･

生
年
月

誰
に
で
も
で
き
る
気
功
健
康
法

問
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
撒（
57
）４
１
８
７

　
気
功
は
、
三
調
を
整
え
ま
す
。
調

心(

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
の
精

神
安
定)･

調
息(

呼
吸
を
整
え
る)･

調
身(

う
つ
わ
を
整
え
る)

と
い
う

三
つ
の
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

静
か
に
流
れ
る
空
間
を
共
に
体
感
し

ま
し
ょ
う
！

日�

７
月
14
日(

火)
･

18
日(

土)

・
21
日

(

火)
･

25
日(

土)

　
全
４
回
15
時

～
16
時
30
分

所
町
公
民
館
２
階
　
第
３
研
修
室

対
町
内
在
住
在
勤
者

定
30
名

儡
ク
ラ
ブ
会
員
　
１
、０
０
０
円

　
非
会
員
　
　
　
２
、０
０
０
円

講
師
　
小
澤�

洋
子�

氏

　
　
　（
日
本
体
育
協
会
公
認
指
導
員
）

持
ち
物

　�

運
動
の
出
来
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
バ
ス
タ
オ
ル(

ヨ
ガ�

マ
ッ
ト
可)

を
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

申�
７
月
６
日(

月)

～
10
日(

金)

ま
で
に

問
い
合
わ
せ
先
へ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ス
テ
ィ
ッ

ク
の
募
集

問
生
涯
学
習
課
　
撒（
57
）４
１
８
７

　
野
木
町
で
は
、
使
わ
な
く
な
っ
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
探

し
て
い
ま
す
。
昔
は
や
っ
て
い
た
け

ど
今
は
や
ら
な
く
な
っ
て
、
大
切
に

し
ま
っ
て
あ
る
ス
テ
ィ
ッ
ク
。
新

品･

使
用
済
み
等
こ
だ
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
記

載
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
活
動
す
る
人
た
ち
の
き
っ

か
け
と
な
る
体
験
や
、
競
技
を
通
じ

て
の
健
康
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。

　モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月
　モノクロ半段枠（横８５㎜×縦４０㎜）　８,０００円／月
　※この記事のサイズが「半段枠」です。
　※審査の結果、掲載できない場合があります。
　※詳しいことはお問い合わせください。

問総合政策部政策課（57）４１３４

広　　告



（２０）

問
町
立
図
書
館
　
撒（
57
）２
８
１
１

お
は
な
し
会

☆
グ
レ
ー
ス
森

日
７
月
３
日（
金
）11
時
～
11
時
30
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
　

　
♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

日�

７
月
14
日（
火
）・
21
日（
火
）・
28
日（
火
）

11
時
～
11
時
20
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
♪
手
あ
そ
び

対
幼
児

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
（
図
書
館
職
員
）

日
７
月
11
日（
土
）14
時
30
分
～
15
時

容
♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
♪
工
作
等

対
４
歳
位
か
ら
小
学
生

※�

会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

で
す
。

※�

対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

　
ひ
ま
わ
り
号
で
、
各
小
学
校
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
も
貸

し
出
し
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
児
童
書
が
中
心

で
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
貸
し
出
し

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

南
赤
塚
小
　
７
月
１
日(

水)

　
　
　
　
　
13
時
～
13
時
30
分

佐
川
野
小
　
７
月
７
日（
火
）

　
　
　
　
　
12
時
50
分
～
13
時
20
分

野
木
小
　
　
７
月
９
日(

木)

　
　
　
　
　
13
時
５
分
～
13
時
45
分

新
橋
小
　
　
７
月
15
日(

水
）

　
　
　
　
　
13
時
５
分
～
13
時
50
分

新
着
図
書
案
内

▽
一
般
書

○
空
海
と
密
教

　
　
　
　
　
（
ひ
ろ
さ
ち
や
）
宗
教

○
「
イ
タ
リ
ア
の
最
も
美
し
い
村
」

　
全
踏
破
の
旅

　
　
　
　
　
　
（
吉
村
和
敏
）
地
理

○
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
美
し
い
庭
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
（
小
竹
幸
子
）
園
芸

○
あ
な
た
だ
け
の
、
咲
き
方
で

　
　
　
　
　
　
（
八
千
草
薫
）
芸
術

○
１
９
８
１
年
ス
ワ
ン
ソ
ン
グ

　
　
　
　
　
（
五
十
嵐
貴
久
）
小
説

○
誓
約
　
　
　
　
（
薬
丸
岳
）
小
説

▽
児
童
書

○
庭
を
つ
く
ろ
う
！

　
（
ゲ
ル
ダ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
）
絵
本

○
ぼ
く
は
う
ち
ゅ
う
じ
ん

　
　
　
　
（
中
川
ひ
ろ
た
か
）
絵
本

○
イ
ー
ゲ
ル
号
航
海
記
３

　
　
　
　
　
（
斉
藤
洋
）
よ
み
も
の

○
夏
の
朝
（
本
田
昌
子
）
よ
み
も
の

※�

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
資
料

検
索
→
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
検

索
が
で
き
ま
す
。

紙
芝
居
勉
強
会
参
加
者
募
集

　
紙
芝
居
の
勉
強
会
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
紙
芝
居
の
演
じ
方
を
学
ん
で
、

お
話
し
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

日
７
月
９
日（
木
）10
時
～
12
時

　（
奇
数
月
第
２
木
曜
日
）

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

講
師
　
荒
木�

文
子�

先
生

対
18
歳
以
上

儡
１
回
　
５
０
０
円

小
学
生
の
た
め
の
お
は
な
し
会

　
コ
ワ
～
イ
お
話

日
７
月
28
日（
火
）10
時
30
分
～
11
時

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対
小
学
生

主
催
　
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま

と
し
ょ
か
ん

「私の一冊」を大募集しています！

　「広報のぎ」では、読書のまち推進の一環として「私の一冊」
を昨年４月から掲載しています。心に残る大切な一冊をあげ

ていただき、その本と出会った時の状況や影響を受けたこと

など掲載してきました。

　今後、多くの町民の皆様の本との出会いをご紹介したいの

で、たくさんのご応募お待ちしています。

　詳しい内容等は電話または町ホームページをご覧ください。

◆問い合わせ先　町総合政策部政策課

　　　　　　　　撒（５７）４１３４　死 seisaku@town.nogi.lg.jp

広　　告

としょかん



（２１）

図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト

～
箏こ

と

の
調
べ
～

日
７
月
26
日（
日
）14
時
～
15
時

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

容
箏
の
演
奏

曲
目
　�

さ
く
ら
21
、
禁
じ
ら
れ
た
遊

び
、
ほ
と
と
ぎ
す
　
他

出
演
者
　
筝
・
樹
陽
会

定
50
名

申
７
月
１
日（
水
）～

　
図
書
館
に
直
接
又
は
電
話

図
書
館
シ
ネ
マ

　
大
人
向
け
の
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。

作
品
名
　「
そ
し
て
父
に
な
る
」

　
子
ど
も
の
取
り
違
え
に
遭
遇
し
た

２
組
の
家
族
を
通
し
て
、
愛
や
絆
、

家
族
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
描
く
。

日
７
月
25
日（
土
）14
時
～
16
時

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

　
子
ど
も
向
け
の
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。

作
品
名
　�「
忍
者
た
ま
乱
太
郎
／
忍

術
学
園
全
員
出
動
の
段
」

　
尼
子
騒
兵
衛
原
作
の
人
気
ア
ニ
メ

劇
場
版
。

日
８
月
１
日（
土
）14
時
～
15
時
20
分

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で

　
　
　
　
あ
そ
ぼ
う
！

日
８
月
２
日(

日)

11
時
～
11
時
30
分

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対
０
歳
～
２
歳

主
催
　
ひ
よ
こ
の
会
・
よ
ち
よ
ち
く
ら
ぶ

申
図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

夏
休
み
子
ど
も
図
書
館
員
募
集

　
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
よ

う
！

日
８
月
５
日（
水
）～
７
日（
金
）

　（
１
名
に
つ
き
１
日
）

　
10
時
～
15
時

容
カ
ウ
ン
タ
ー
の
仕
事

　
図
書
館
の
使
い
方

定
12
名
（
１
日
に
つ
き
４
名
）

対
町
内
在
住
の
小
学
５
～
６
年
生

※
希
望
日
を
第
２
希
望
ま
で
選
択

申
７
月
10
日（
金
）～
16
日（
木
）

　
図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

お
知
ら
せ
（
夏
の
開
館
時
間
延
長
）

　
７
月
８
月
の
金
曜
日
（
書
架
整
理

日
を
除
く
）
７
月
３
日
・
10
日
・
17

日
・
24
日
、
８
月
７
日
・
14
日
・
21

日
を
20
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

平成２６年度の統計 ２６年度ベストセラー

※（　）内は１日平均数
本館 一般書

図書数 １８２，８６４冊 開館日数 ２９１日 ①あたしんちシリーズ ４６１回
（内訳）一般 １２１，５８７冊 入館者数 １１２，８１４人（３８７人） ②うちの３姉妹シリーズ ４１７回
　　　�児童 ５２，７３６冊 貸出利用者数 ４４，７５２人（１５３人） ③ＩＱ８４�ＢＯＯＫ�１・２・３ １１０回
　　　�郷土 ３，５７２冊 貸出図書数 １８３，８１１冊（６３１冊） 児童書
　　　�参考 ４，８７９冊 （内訳）一般 １０６，６２２冊（３６６冊） ①かいけつゾロリシリーズ １，９３４回
　　　�布絵本 ９０冊 　　　�児童 ５３，９２３冊（１８５冊） ②サバイバルシリーズ ５５５回
雑誌数 １，８７９冊 　　　�布絵本 １３５冊（０．５冊） ③しずくちゃんシリーズ ４１４回
ビデオ数 ２，１８２点 貸出雑誌数 １０，４００冊（３６冊） 雑誌
ＣＤ数 ４，４８３点 貸出ビデオ数 ７４７点（２．６点） ①オレンジページ ５５７回
ＬＤ数 ３１４点 貸出ＤＶＤ数 ５，１５７点（１１点） ②婦人公論 ５３７回
テープ数 １７９点 貸出ＣＤ数 ６，９５８点（３３点） ③すてきにハンドメイド ３２４回
ＤＶＤ数 ５８１点 貸出テープ数 ２点（０．０１点） ＣＤ

貸出カード再発行枚数 ２６４枚 ①オールスター８０̓ｓベスト ２５回
複写利用件数 ４０７件（１，７６９枚） ②祈り　～未来への歌声 ２１回

③ＥＸＩＬＥ�ＢＥＳＴ�ＨＩＴＳ－ＳＯＵＬＳＩＤＥ ２１回
学校移動図書館（５校） ＤＶＤ

巡回日数 ４８日 ①仮面ライダーフォーゼ�ＴＨＥ�ＭＯＶＩＥ ３０回
貸出利用者数 ６，６０２人（１３７人） ②遺体 ２９回
貸出図書数 １６，６３１冊（３４６冊） ③最強の二人 ２８回

としょかん



（２２）

新
橋
児
童
館問

撒（
57
）９
１
５
５

７
月
の
休
館
日

　
１
日(

水)

、
20
日（
月
）

興
楽
し
い
折
り
紙
教
室

　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
折

り
紙
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
７
月
19
日（
日
）

　
①
10
時
30
分
～
　
②
１４
時
～

対
全
利
用
者
　
儡
無
料

申
直
接
児
童
館
ま
で
。

興
げ
ん
キ
ッ
ズ

　
お
祭
り
の
お
み
こ
し
作
り
＆
流
し

そ
う
め
ん
を
し
ま
す
。

日
７
月
25
日（
土
）

　
10
時
30
分
～
12
時

対
３
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
保
護
者

儡
１
人
　
１
０
０
円

持
ち
物
　�

水
分
補
給
の
も
の
、
汗
ふ

き
タ
オ
ル

申
７
月
６
日(

月
）～
24
日(

金
）

　（
電
話
可
）

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
先
生
と
お
話
を
し
な
が
ら
、
オ
イ

ル
を
使
わ
な
い
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
７
月
27
日（
月
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

定
20
組

儡
無
料

持
ち
物
　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
　
１
枚

　
　
　
　
バ
ス
タ
オ
ル
　
　
　
１
枚

申
７
月
２
日（
木
）～
26
日（
日
）

　（
電
話
可
）

興
ス
イ
カ
割
り
大
会

日
７
月
28
日（
火
）

　〈
幼
児
〉
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　〈
小
学
生
〉
15
時
～
16
時

定
〈
幼
児
〉
50
名
程
度

　〈
小
学
生
〉
30
名
程
度

対
〈
幼
児
〉
幼
児
と
保
護
者

　〈
小
学
生
〉
小
学
生
以
上

※�

幼
児
と
小
学
生
の
ご
兄
弟
の
参
加

に
つ
い
て
は
お
好
き
な
方
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

儡
１
人
　
１
０
０
円

※
１
歳
未
満
は
無
料

持
ち
物
　
帽
子
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
水
分
補
給
の
も
の

申
７
月
２
日（
木
）～
24
日（
金
）

※�

各
回
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。（
電
話
不
可
）

興
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
幼
児
）

　
み
ん
な
で
お
み
こ
し
を
担
い
で

ワ
ッ
シ
ョ
イ
し
よ
う
。
児
童
館
の
お

祭
り
に
遊
び
に
来
て
ね
。

日
８
月
１
日（
土
）

　
①
10
時
30
分
～
12
時

　
②
15
時
～
16
時
30
分

対
幼
児
と
保
護
者

定
各
回
30
組
程
度

儡
無
料

持
ち
物
　
帽
子
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
水
分
補
給
の
も
の

申
７
月
２
日（
木
）～
28
日(

火
）

　（
電
話
可
）

興
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
小
学
生
以
上
）

　
夏
だ
。
祭
り
だ
。
新
橋
児
童
館
だ

鎧
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て
沢
山
の
景
品

を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
☆

日
８
月
３
日（
月
）14
時
～
16
時

対
小
学
生
以
上

儡�

原
則
無
料
で
す
が
、
飲
食
関
係
は

有
料
で
す
。
飲
食
物
は
チ
ケ
ッ
ト

販
売
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
館

内
ポ
ス
タ
ー
又
は
小
学
生
用
お
た

よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
　
帽
子
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　
水
分
補
給
の
も
の

前
売
チ
ケ
ッ
ト

　
７
月
２
日（
木
）～
28
日(

火
）

　（
電
話
不
可
）

興
も
の
づ
く
り
っ
こ

　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
挑
戦
鎧
７
日

（
金
）午
後
は
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
名

人
の
「
う
し
さ
ん
」
が
来
る
よ
！
お

楽
し
み
に
～
。

日
８
月
７
日（
金
）～
９
日（
日
）

　
①
10
時
30
分
～
12
時（
土
日
の
み
）

　
②
14
時
～
16
時

対
全
利
用
者

儡
無
料

申
直
接
児
童
館
ま
で
。

興
小
学
生
の
夏
遠
足

　
自
分
で
切
符
を
買
っ
て
電
車
に

乗
っ
て
、《
鉄
道
博
物
館
》
に
行
こ
う
。

日
８
月
24
日（
月
）

　
集
合
　
９
時

　
解
散
　
16
時
20
分
（
予
定
）

※�

集
合
・
解
散
場
所
は
野
木
駅
に
な

り
ま
す
。

対
小
学
生

定
15
名

儡�

１
人
、
入
館
料
の
５
０
０
円
の
み

集
め
ま
す
。

　�

別
途
往
復
切
符
代
　
９
０
０
円
が

か
か
り
ま
す
。

持
ち
物
　
飲
み
物
、
お
弁
当
、

　
　
　
　
常
備
薬
な
ど

申
７
月
２
日（
木
）～
31
日（
金
）

　（
電
話
不
可
）

☆
お
知
ら
せ
☆

　
夏
休
み
中
は
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
を

　
実
施
い
た
し
ま
す
。
児
童
館
発
行

　
の
お
た
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

こどもひろば

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

日 容 儡所 定対 申



（２３）

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
問
撒（
54
）１
４
４
０

７
月
の
休
館
日

　
１
日(

水)
、
20
日（
月
）

興
七
夕
ま
つ
り

　「
七
夕
飾
り
」や「
流
し
そ
う
め
ん
」

等
、
楽
し
い
催
し
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
７
月
５
日(

日)

10
時
30
分
～
12
時

対
全
利
用
者

定
20
組

儡
１
人
　
１
０
０
円

申�

７
月
３
日（
金
）ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　（
電
話
不
可
）

興
乳
幼
児
教
室
ぴ
よ
ぴ
よ
組

　
毎
回
好
評
の
ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ
。
今

月
か
ら
は
、
毎
月
の
実
施
に
な
り
ま

す
。

日
７
月
７
日
マ
マ
と
お
部
屋
飾
り
作
り

　
　
　
14
日
ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ

　
　
　
21
日
わ
ら
べ
う
た

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　（
全
火
曜
日
）

対
０
歳
～
１
歳
未
満
の
親
子

定
20
組

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
乳
幼
児
教
室
う
さ
ぎ
組

　
夏
の
お
部
屋
飾
り
や
シ
ャ
ボ
ン
玉

遊
び
で
、
思
い
き
り
夏
を
楽
し
も

う
！

日
７
月
８
日
マ
マ
と
お
部
屋
飾
り
作
り

　
　
　
15
日
レ
ッ
ツ
！
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
　
　
22
日
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　（
全
水
曜
日
）

対
１
歳
～
就
学
前
の
親
子

定
20
組

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　
暑
い
日
の
ラ
ン
チ
に
ピ
ッ
タ
リ
！

冷
た
く
て
お
い
し
い
、
冷
や
し
中
華

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

日
７
月
11
日（
土
）10
時
30
分
～
12
時

対
小
学
生
～
高
校
生

定
10
名

儡
１
人
　
１
０
０
円

申�

７
月
８
日（
水
）ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　（
電
話
不
可
）

興
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
見
学
・
体
験
を

ど
う
ぞ
。

※�

イ
ベ
ン
ト
準
備
、
片
付
け
の
た
め

一
般
の
方
の
遊
戯
室
利
用
は
終
了

後
と
な
り
ま
す
。

日
７
月
12
日（
日
）14
時
～
15
時

対
全
利
用
者

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
ビ
ー
ズ
教
室

　
ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
か
わ
い
い
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

日
７
月
18
日（
土
）14
時
～
15
時

対
小
学
生
～
高
校
生

定
20
名

儡
１
人
　
１
０
０
円

申�

７
月
15
日（
水
）ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　（
電
話
不
可
）

興
お
誕
生
会

　
６
月
・
７
月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち

の
お
誕
生
会
で
す
。
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。

日
７
月
24
日（
金
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
１
歳
～
就
学
前
の
誕
生
児
の
親
子

定
20
組

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
　

興
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
そ
ぼ
う
！

　
大
人
気
の
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
お

も
い
き
り
遊
ん
じ
ゃ
お
う
鎧

日
７
月
28
日(

火)

　
14
時
30
分
～
15
時
30
分
　

対
小
学
生

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
君
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　
こ
の
夏
の
思
い
出
に
「
絵
手
紙
」

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
７
月
29
日（
水
）14
時
～
15
時

対
小
学
生
～
高
校
生

定
20
名

儡
無
料

申�

７
月
26
日（
日
）ま
で
に
児
童
セ
ン

タ
ー
へ
（
電
話
可
）

興
夏
休
み
点
字
体
験
教
室

　
点
字
を
作
成
す
る
体
験
が
で
き
ま

す
。
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う
。

日
８
月
４
日（
火
）14
時
～
15
時

対
小
学
生
～
高
校
生

定
10
名

儡
無
料

申�

８
月
３
日（
月
）ま
で
に
児
童
セ
ン

タ
ー
へ
（
電
話
可
）

要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
本

人
又
は
家
族
の
分
の
み
の
申
込
み
と

な
り
ま
す
。

こどもひろば



（２４）

ゆ～らんど（野木町健康センター）　お知らせ

★日本矯体療術師協会指導者 “ 日向野トシ先生 ” による手技療法治療を

　実施します。（毎週金曜日）

★馬場純子先生による ‘ やさしいヨガ教室 ’ を開催しております。（毎週月曜日、午前１０時３０分～１１時３０分）

★優しい甘さ・どこか懐かしい、ゆ～らんどオリジナル ‘ ゆ～らんど饅頭 ’ 好評販売中です。

★毎週土・日曜日お手軽リラクゼーションを実施します。（癒し処ほぐし屋さん）

　全身オイルケア・タイ古式ケア・足つぼケア・全身もみほぐしケアなど本格ケアが受けられます。

★７月１２日（日）１３時より、のぎコスモスさん達による “ よさこい披露 ” を開催します。

★７月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）１１日（土）・１２日（日）・２５日（土）・２６日 ( 日 ) 《西那須野温泉大鷹の湯》

※都合により変更、臨時休館になる場合がございます。詳しくはお問い合わせください。

住所　野木町南赤塚１５１４

電話　０２８０－５７－０７５５

指定管理者　宮ビルサービス㈱

休館日　火曜日

古河市（茨城県）

第１０回古河花火大会

　合併１０周年を迎えるにあたり、
『まくらがの古河に咲く合併１０周
年の大輪』をサブタイトルとして、
関東最大級となる約２万５，０００発
を打ち上げます。

日時　８月１日( 土 )
　　　１９時２０分～２０時５０分
　　　※荒天翌日
場所　古河ゴルフリンクス
　　　( 渡良瀬川河川敷）
問　観光物産課内古河花火大会実
　　行委員会撒０２８０（92）３１１１

加須市（埼玉県）

かぞ　どんとこい！祭り

　１８日は、各町内によるみこしが
練り歩き ( みこし渡御 ( とぎょ ))、
１９日には、各町内の山車が出ます
(山車の引き回し )。２０時３０分頃か
らの「ヒッカセ」は、太鼓のたた
き合いで見ごたえがあります。ぜ
ひお越しください。

日時　７月１８日（土）～１９日（日）
　　　１７時～２１時３０分
内容　みこし渡御・山車
　　　※当日は、１７時～２２時まで
　　　　の市街地の一部が車両通
　　　　行禁止となります。
問　商業観光課　撒０４８０（62）１１１１

板倉町（群馬県）

第３１回板倉まつり

　第３１回板倉まつりを開催しま
す。伝統芸能やダンスの発表に加
え、夜には花火も打ち上げます。
ぜひご来場ください。
日時　８月１日（土）
　　　※小雨決行、荒天の場合翌
　　　　日に順延
場所　板倉東洋大前駅西口ロータリー
　　　※当日、お車でご来場され
　　　　るかたは、出来るだけ乗
　　　　り合いでお願いします。
問　産業振興課撒０２７６（70）４０４０

関東どまんなかサミット情報



（２₅）

　「
元
気
」「
仲
良
く
」「
楽
し

く
」
を
児
童
の
合
言
葉
と
し
て
、

佐
川
野
小
学
校
で
は
特
色
あ
る

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
中
か
ら
既
に
実
施
さ

れ
た
幾
つ
か
の
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。

【
元
気
】

　
安
全
で
元
気
な
生
活
を
送
る

た
め
行
わ
れ
た
「
交
通
安
全
教

室
」
と
「
体
力
つ
く
り
」
を
紹

介
し
ま
す
。

「
交
通
安
全
教
室
」
で
は
、
模

擬
道
路
で
の
自
転
車
走
行
の
実

践
練
習
や
、
近
隣
の
路
上
で
の

歩
行
や
自
転
車
走
行
の
練
習
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
人
一

人
の
体
力
を
高
め
る
た
め
に

「
体
力
つ
く
り
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
　
交
通
安
全
教
室

三
年
　
寳ほ

う

じ

と

示
戸
　
美み

の埜

　
交
通
安
全
教
室
で
、
お
う
だ

ん
歩
道
で
は
、
自
て
ん
車
か
ら

お
り
て
わ
た
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
の
っ
た
ま

ま
わ
た
っ
て
い
た
の
で
、
今
で

は
お
り
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
の
り
始
め
る
と
き
に
、

後
ろ
も
よ
く
見
る
こ
と
が
大
切

だ
と
知
り
ま
し
た
。
事
こ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
安
全
に
気
を

つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
体
力
つ
く
り

四
年
　
黒く

ろ

す須
　
暉て

っ
ぺ
い平

　
月
曜
日
に
体
力
つ
く
り
で

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
や
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
が
楽

し
み
で
す
。
人
を
当
て
る
と

「
や
っ
た
。」
と
思
っ
て
楽
し

く
な
り
ま
す
。
次
に
や
る
と
き

は
、
た
く
さ
ん
の
人
を
当
て
ら

れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

【
仲
良
く
】

　
異
学
年
集
団
と
な
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
班
を
組
織
し
て
、
協
調

性
・
リ
ー
ダ
ー
性
・
思
い
や
り

の
心
が
育
つ
よ
う
に
、
様
々
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
班
活
動
と
し
て

行
わ
れ
た
「
一
年
生
を
迎
え
る

会
」
と
今
後
の
活
動
に
対
す
る

児
童
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
年
生
を
迎
え
る
会

一
年
　
あ
お
き
　
は
な

　
ふ
う
せ
ん
お
と
し
ゲ
ー
ム
が

た
の
し
か
っ
た
で
す
。
で
ん
ご

ん
ゲ
ー
ム
も
お
に
い
さ
ん
や
お

ね
え
さ
ん
た
ち
と
で
き
て
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
ん
か
つ
ど
う
が

あ
る
の
で
、
と
て
も
た
の
し
み

に
な
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
班
活
動

五
年
　
鈴す

ず

き木
　
琉り

く

と

空
斗

　
ぼ
く
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
班
活
動

で
楽
し
み
な
こ
と
は
、
み
ん
な

と
遊
ぶ
こ
と
で
す
。
ふ
だ
ん
は

同
じ
学
年
の
友
達
と
遊
ん
で
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
班
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
学

年
と
遊
べ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
高
学
年
な
の
で
、
小
さ

い
子
の
面
倒
を
み
て
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
楽
し
く
】

　
め
あ
て
を
も
っ
て
楽
し
み
な

が
ら
諸
活
動
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
と
学
習
を
結
び
付

け
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し
た

体
験
を
紹
介
し
ま
す
。 

レ
ン
ゲ
畑

二
年
　
岩い

わ
さ
き﨑

　
悠ゆ

う

と斗

　
五
月
八
日
に
一
年
生
と
い
っ

し
ょ
に
れ
ん
げ
ば
た
け
に
行
き

ま
し
た
。
れ
ん
げ
ば
た
け
に
つ

く
と
、
花
が
一
め
ん
に
さ
い
て

い
ま
し
た
。
ミ
ツ
バ
チ
や
モ
ン

シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
み
つ
を
す
い
に

き
て
い
ま
し
た
。
二
ひ
き
と
も

き
も
ち
よ
さ
そ
う
で
し
た
。

さ
き
た
ま
古
墳
群

六
年
　
保ほ

さ

か坂
　
竜り
ゅ
う
じ二

　
ぼ
く
が
一
番
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
古
墳
の
大
き
さ
で
す
。

学
校
近
く
の
古
墳
と
ち
が
っ
て
、

山
の
よ
う
に
大
き
か
っ
た
の
で
、

実
際
に
登
っ
て
み
る
と
、
と
て

も
つ
か
れ
ま
し
た
。
ま
が
玉
作

り
は
、
け
ず
る
の
が
つ
か
れ
た

け
れ
ど
、
き
れ
い
に
で
き
た
の

で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
昔
の

人
は
大
変
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。

がっこうがっこう
佐
川
野

小
学
校
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監査委員に小杉史朗氏

NHK「上方演芸会」公開収録を実施しました

トピックス ～町の話題～

　５月１２日（火）、議会臨時会において、小杉史朗氏が

議会代表として監査委員に選任され、任命書が手渡さ

れました。

　５月１日（金）、エニスホール（大ホール）にてＮＨＫ

宇都宮放送局との共催で、野木町文化会館開館２０周年記

念「上方演芸会」の公開収録を行いました。海原はるか・

かなたさん、宮川大助・花子さん、アメリカザリガニさん、

なすなかにしさんの計４組の人気上方芸人の皆様にお越

しいただき、上方ならではの漫才を披露していただきま

した。当日は６６６人の方が来場し、たくさんの笑い声が

会場に響き渡りました。

町内の交通事故

５
月
累
計

件数 ２

死者 ０

傷者 ２

２７
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

１５
（－８）

死者
（増減）

１
（＋１）

傷者
（増減）

１４
（－１４）

町内の犯罪発生件数

５
月
累
計

空き巣 １

自動車盗 １

車上ねらい ０

自転車盗 ０

２７
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

５
（－３）

自動車盗
（増減）

５
（＋４）

車上ねらい
（増減）

１
（－２）

自転車盗
（増減）

２
（－１）

町内の救急出動

５
月
累
計

出場
件数 ６５

搬送
人員 ５９

27
年
度
累
計（
前
年
度
比
）

出場
件数
（増減）

１３８
（△５）

搬送
人員
（増減）

１２４
（△７）

 野木町煉瓦窯を
　　 未来に残すために！
煉瓦窯の保存修復費用として、
　皆さんの寄附金・募金を受付けています。

○５月末までにご協力いただいた寄附金・募金
　　　　寄附金               ８，２９２，１６３円
　　　　（内ふるさと納税 ２，７３６，０００円）
　　　　募　金              １，０３０，３９９円
　　　　　計                 ９，３２２，５６２円

問生涯学習課撒（57）４１８８

投
稿
俳
句

　野
木
俳
句
会

青
梅
は
幼お
さ
な
な
じ
み

馴
染
の
顔
で
あ
り秋元 

幸
治

汚
染
な
ど
逃
げ
て
く
齢よ

わ
いト
マ
ト
買
う

石
川 

和
子

夕
つ
ば
め
真
白
き
壁
の
長
屋
門

小
林 

た
け
し

夜
祭
の
妻
は
夫
を
誑た

ぶ
らか

す幸田 

慶
三
郎

青あ
お
あ
し葦

に
は
に
か
む
亡ち

ち父
は
唯ゆ

い
が
ど
く
そ
ん

我
独
尊

田
村 

行
子

棕し
ゅ
ろ櫚

の
花
は
じ
け
て
こ
ぼ
す
モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ

藤
間 

雅
江

一
滴
二
滴
そ
し
て
一
滴
新
茶
か
な

中
島 

伊
都

黒こ
く
う
ん雲

の
濃
く
な
っ
て
来
る
山
桜

名
井 

ひ
ろ
し

い
み
じ
く
も
宗
教
戦
や
か
ぶ
と
虫

吉
田 

研
二
郎

松
原
の
大
橋
が
好
き
夕
若
葉軽部 

榮
子
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キラリインフォメーション

〈
キ
ラ
輪
号
〉か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
撒（
57
）３
１
０
０

　
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

撒（
57
）４
１
６
１

　〈
キ
ラ
輪
号
〉は
、町
の
中
な
ら「
ど

こ
か
ら
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
」
乗
り

降
り
で
き
る
、
公
共
の
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
出
か
け

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
は
じ
め
に
ご
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

②
ご
利
用
に
は
利
用
券
が
必
要
で
す
。

③
利
用
料
金
１
回
（
片
道
）

　
大
人
（
中
学
生
以
上
）
３
０
０
円

　
小
人
（
小
学
生
以
下
）
２
０
０
円

　
75
歳
以
上
　
　
　
　
　
２
０
０
円

　
３
歳
未
満
　
　
　
　
　
　
　
無
料

④
運
行
日
・
運
行
時
間

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
８
時
便
か
ら
16
時
便

※
土
日
祝
日
、
８
月
13
日
〜
16
日
、

　
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
除
く

※
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

予約センター

緯（54）５５１５

　平日８時～

　　16時30分

☆１か月児健康診査費助成☆

☆こども医療費助成制度☆

　町では子育て支援の一助として、１か月児健康診査の費用を一部助成します。

①対象者
　平成27年４月１日以降に生まれた、野木町に住所のある１か月児

②助成額
　上限５，０００円（５，０００円を超えた額は自己負担となります）

③１か月児健診の受け方
　母子健康手帳と一緒に交付される『１か月児健康診査受診票（オレンジ色）』を医療機関の窓口に提
　出してください。（受診票は “野木町母子保健サービス ”の冊子の中に綴ってあります。）
　※里帰り等、県外の医療機関を受診の際は下記までお問い合わせください。

問町民生活部健康福祉課健康増進係撒（57）４１７１

　平成25年４月１日診療分から助成対象者を18歳まで拡大し、さらに平成27年４月１日から小学校卒業
までのお子様について栃木県内の医療費を現物給付制度を行っています。
　また、助成対象者に対して年齢区分によって受給資格者証を発行しています。

０歳～未就学児まで（６歳に達する日以降の最初の３月31日までの方）
　○ピンク色の受給資格者証
　　・栃木県内の医療機関等で受診した場合　　　現物給付
　　・栃木県外の医療機関等で受診した場合　　　償還払い
　　・入院時の食事代　　　　　　　　　　　　　償還払い

就学児～小学校卒業まで(12歳に達する日以降の最初の３月31日までの方)
　○オレンジ色の受給資格者証
　　・栃木県内の医療機関等で受診した場合　　　現物給付
　　・栃木県外の医療機関等で受診した場合　　　償還払い
　　・入院時の食事代　　　　　　　　　　　　　償還払い

中学生～18歳まで(18歳に達する日以降の最初の３月31日までの方)
　○むらさき色の受給資格者証
　　・すべて償還払い　※婚姻により成年とみなされた方は対象外です

問町民生活部住民課給付・年金係撒（57）４１４１

子育て支援事業
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名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

幼 児 こ と

ば の 教 室

月～金曜日（祝日を除く）
　９時30分～12時
　13時～17時

幼児ことばの教室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

ことばの発育で気
になる事など

言語聴覚士
幼児ことばの教室
撒（57）４１８９

教 育 相 談
月～金曜日（祝日を除く）
　９時～12時
　13時～17時

町こども教育課
児童生徒・保護者
の方の悩み、教育
に関する相談

相談員
こども教育課
撒（57）４１６７

あ す な ろ

教 育 相 談

月～金曜日（祝日を除く）
　９時～12時
　13時～15時

あすなろ教室相談室
（町武道館裏）

不登校に関する相
談

相談員
あすなろ教育相談室
撒（57）４１８９

法テラス栃木
月～金曜日
　９時～12時
　13時～15時

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

法的な困りごと 相談員
法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５

栃木県司法書

士 会 総 合 相

談 セ ン タ ー

【小山会場】
　毎月第３土曜日（要予約）
　10時～15時
【電話相談】
　毎週土曜日
　10時～15時

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

不動産関係、会社関連、裁
判所手続関連、成年後見
関連の相談、供託、消費
者金融会社等の借金整理

司法書士
司法書士会
撒０２８（６１４）１１２２

働 く 人 の

メ ン タ ル

ヘ ル ス 相 談

毎月第４金曜日
　13時30分～16時30分

小山労政事務所
県庁小山庁舎３階

職場でストレスやメンタ
ルヘルス不調を抱えてい
る方、そのご家族や上司・
同僚の方からの相談

産業カウンセラー
小山労政事務所
撒０２８５（22）４０３２

行政書士電話

相談センター
月～金曜日（祝日を除く）
　９時～17時

電話相談
撒０２８（６３８）０９１９

成年後見・相続・遺言・
契約書・許認可

行政書士
行政書士会
撒０２８(６３５)１４１１

み ん な の

人 権１１０番
平日
　８時30分～17時15分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

近隣間のトラブル、高齢
者に対する虐待、障がい
者に対する差別や偏見な
どの相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

女 性 の 人 権

ホットライン
平日
　８時30分～17時15分

電話相談
撒０５７０（０７０）８１０
　　　（全国共通）

夫・パートナーからの暴
力やストーカー行為、女
性に対する差別など、女
性をめぐる様々な相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

Ｄ Ｖ 相 談
月～金曜日（祝日を除く）
　８時30分～17時15分

町生活環境課
配偶者・パートナーから
の身体的、精神的、性的
などの暴力に対する相談

町職員
町民生活部生活環
境課
撒（57）４１３２

子 ど も の

人 権１１０番
平日
　８時30分～17時15分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

「いじめ」、虐待な
ど、子どもの人権
問題に関する相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

児童虐待相談
月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　８時30分～17時15分

町公民館内
　こども教育課
撒０２８０（57）４１３８
（休日・夜間）
児童虐待緊急ダイヤル
撒０２８（６６５）３６７７

児童虐待について
の相談・通告

町職員
相談員

こども教育課
撒（57）４１３８

フリーダイヤ

ル「自殺予防い

のちの電話」

毎日10日　８時
　　～11日　８時

電話相談
撒０１２０（７３８）５５６

自殺予防相談 相談員
栃木いのちの
電話事務局
撒０２８（６２２）７９７０

こ こ ろ の 耳
月～金曜日（祝日を除く）
　８時30分～17時15分

インターネットでの
相談
http://kokoro.mhlw.go.jp/

働く人のメンタルヘル
ス・ポータルサイト
心の健康確保と自殺や過
労死の予防

相談員　
（社）日本産業カウ
ンセラー協会
撒０３(５４０８)８６５１

多重債務相談
月～金曜日（祝日を除く）
　８時３０分～１２時
　１３時～１７時

【電話相談】
撒０２８（６３３）６２９４
【面談】
財務省関東財務局宇
都宮財務事務所

借金に関する相談相談員
財務省関東財務局
宇都宮財務事務所
撒０２８（６３３）６２９４



（２９）

相談コーナー
名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

心配ごと相談
７月１日・15日（水）
10時～12時

町老人福祉センター
（ホープ館）

日頃の悩みなど日
常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

町社会福祉協議会
撒（57）３１００

人権・行政合同

相 談
７月８日（水）
10時～12時

町老人福祉センター
（ホープ館）

人権侵害の悩みや
役所などが行って
いる仕事に対する
疑問や相談

人権擁護委員
行政相談委員

町民生活部生活環境課
撒（57）４１３２

子育てサロン

７月６日（月）
10時～12時

新橋児童館 子育てについて
子育てボランティア

「えくぼ」
新橋児童館
撒（57）９１５５

７月13日・27日（月）
10時～12時

あかつか児童センター 子育てについて
センター職員、
子育てボランティア

「えくぼ」

あかつか児童センター
撒（54）１４４０

行 政 書 士

専 門 相 談
７月22日（水）
10時～12時

町老人福祉センター
（ホープ館）

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・随時受付先着４名

行政書士
行政書士会小山支部
撒０２８５（32）３０９０

法 律

（ 弁 護 士 ） 

相 談

７月16日（木）（要予約）
10時～12時

町老人福祉センター
（ホープ館）

財産・扶養・土地・金
銭貸借・賠償・離婚
などの問題に関す
る相談

弁護士
町社会福祉協議会
撒（57）３１００

野木町地域包括

支 援 セ ン タ ー

月～金曜日
　８時30分～17時15分
（緊急時は上記以外でも）

友沼５８４０－７
町老人福祉センター

（ホープ館）

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

野木町地域包括
支援センター
撒（57）２４００

ライフサポート

セ ン タ ー ゆ め
月～土曜日
　８時30分～17時30分

丸林６３０－４
グランツブリーゼ

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
ライフサポート
センターゆめ
撒（33）３６２４

み ら い
月～金曜日
　10時～17時

丸林３７１－１２
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
みらい
撒（57）２６７３

健 康・育 児

相 談
毎週水曜日（祝日を除く）
（受付）９時30分～11時

町保健センター
健康・子育てにつ
いて

保健師

栄養士

町民生活部健康福祉課
撒（57）４１７１

ボランティア

相 談
火～日曜日
　９時～18時

町ボランティア
支援センター

（きらり館）

ボランティアにつ
いて

コーディネーター
町ボランティア支援
センター（きらり館）
撒（23）１２３１

野 木 町 障 が

い 者 虐 待 防

止 セ ン タ ー

（来所）月～金曜日
　　　（祝日を除く）
　　８時30分～17時15分
（電話）随時

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（57）４１９６
　（休日・夜間）
　０９０（３２４６）２２６０

障がい者の虐待に
ついての相談・通
報

町職員
町民生活部健康福祉課
撒（57）４１９６

消費生活相談
平日
　９時～12時
　13時～16時

町産業課内
消費生活センター

契約や取引に関す
る消費者トラブル

相談員
町消費生活センター
撒（23）１３３３

こころの相談
７月25日（土）（要予約）
10時～12時

町保健センター メンタルヘルス相談 カウンセラー
町民生活部健康福祉課
撒（57）４１７１

よりそいホッ

ト ラ イ ン
24時間いつでも

電話相談
撒０１２０（２７９）３３８

生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺念
慮などの幅広い悩み

相談員
一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死 admin@279338.jp



（₃₀）

野木町プレミアム商品券取扱店（加盟店）募集

発行総額　１億２千万円　プレミアム20%付

発売日時　８月30日（日）９時～15時

　　　　　※先着順とし、完売時で終了。当日完売できなかった場合のみ８月３１日（月）より商工会で

　　　　　　販売

対象者　野木町在住者および在勤者

内容　　購入単価　１組　１万円

　　　　※千円券12枚綴り、取扱店全店で使用可能

　　　　※購入制限…一世帯　10組　10万円

　　　　※同居家族分以外の代理購入はできません。

　　　　※今回、購入者を対象とした商品券の使用内容についてのアンケートを実施いたしますので

　　　　　ご協力をお願いいたします。

販売場所　野木町体育センター（役場敷地内）

有効期間　９月１日（火）～平成28年２月29日（月）

取扱店　のぼり旗が目印です。８月24日（月）の新聞折込をご覧ください。

問産業建設部産業課撒（57）４１５３　商工会撒（55）２２３３

資格　野木町商工会員（業種は問いません）

　　　※非会員の事業者も商工会加入で取扱店になれます。

登録料　新規取扱店２千円

申込　７月24日（金）までに登録料を添え町商工会まで

問町商工会撒（55）２２３３

地域消費喚起・生活支援型給付金事業

野木町プレミアム商品券発売

蚊
の
用
心
。
ひ
と
刺
し
用
心 

デ
ン
グ
熱
。

　デング熱の原因となるデングウイルスは、デング熱

に感染した人の血を吸った蚊（日本ではヒトスジシマ

カ）の体内で増え、その蚊がまた他の人の血を吸うこ

とで感染を広げていきます。

　感染してもすべての人に症状がでるわけではありま

せんが、高熱や関節の痛み、目の奥が痛くなるといっ

た症状が１週間から２週間ほど続きます。

　ヒトスジシマカは、空き缶に溜まった雨水など、小

さな水たまりを好んで卵を産み付けます。住まいの周

囲の水たまりを無くすことで、今シーズンや翌年に発

生する蚊の数を減らすことができます。

Ｑ どのように予防すればよいですか？

Ａ 蚊に刺されないように注意しましょう。長袖、長ズボンの着用が推奨されます。また、

　 蚊の忌避剤なども利用されています。

Ｑ 予防接種はありますか？

Ａ デング熱に有効なワクチンはありません。

Ｑ デング熱に関する問い合わせはどこに相談すればよいですか？

Ａ すべての蚊がデングウィルスを保有している訳ではないので、蚊にさされたことだけ

　 で過分に心配する必要はありません。ご心配な場合は最寄りの保健所等にご相談くだ

　 さい。

問県南健康福祉センター撒０２８５（22)１２１９

詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。
　　　→ http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/dengue_fever.html

デング熱は人から人へは
感染しません

デング熱に関するＱ＆Ａ
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町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
57
）４
１
３
１

　
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
３
８

◎
６
月
３
日
、
役
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　
ポ
ス
ト
で
測
定
し
た
値
は
、

　
地
面
か
ら
の
高
さ
１
ｍ
で

　
０
・
０
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

　
で
し
た
。

◎
６
月
３
日
（
第
１
水
曜
日
）、
各
小
中

　
学
校
校
庭
で
測
定
し
た
量
の
値
は
、

　
最
大
０
・
０
７
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

　
最
小
０
・
０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

　
で
し
た
。

野木小学校春季大運動会

野木町煉瓦窯特別公開

れんがまつり
　昨年９月に煉瓦窯修復工事が竣工し、その後関連工事

を実施して、概ね見学できる程度完成しました。今年も、

ひまわりフェスティバル関連事業として、1年ぶり、修

復後初めての特別公開「れんがまつり」を実施します。

　今回は、窯内部の一部に当時を再現した箇所など、新

しい発見ができる見学コースになっています。このあと、

隣接する「（仮）交流センター」の建築工事があるため、

本年度の公開予定はありません。ぜひこの機会に修復し

た「野木町煉瓦窯」をご覧ください。

７月２５日（土）
　　２６日（日）

　５月３０日（土）、晴天のもと、野木小学校春
季大運動会が開催されました。当日は５月と
思えない猛暑日でしたが、児童のみなさんは、
暑さに負けず元気いっぱい練習の成果を発揮
していました。
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野木町観光大使　赤羽みちえ先生連載第⑮号

問総合政策部政策課撒（57）４１３４

町の人口 ６月１日現在

　　◇人口　男 １２，５３７人　女 １２，７８３人　計 ２５，３２０人　　◇世帯数 ９，５８２

村む
ら
か
み上

　
憲け

ん
し
ん伸

ち
ゃ
ん
（
０
歳
７
か
月
）

　大きくなったら野木町柔道クラブで柔道
世界一を目指してがんばります !!
　じいじの作った野菜たくさん食べて大き
くなるぞ♪

湯
本
香
樹
実
著
　
新
潮
文
庫

　
小
湊
　
敏
子

（
潤
島
在
住
）

「
夏
の
庭 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
」

　
こ
の
小
説
は
、
三
人
の
少
年
が
友
達
の
祖
母
の
死
を
き
っ
か
け
に
、「
死
」
に
つ
い
て
興
味
を
持

つ
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、
町
外
れ
に
ひ
と
り
で
暮
ら
す
老
人
を
「
観
察
」
し
始
め
る
。
老

人
が
死
ぬ
瞬
間
を
こ
の
目
で
見
る
た
め
に
。

　
老
人
は
、
観
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
怒
る
の
だ
が
、
や
が
て
少
年
達
が
来
る
の
を
楽
し

み
に
待
つ
よ
う
に
な
る
。
無
気
力
だ
っ
た
老
人
は
、
日
毎
に
元
気
に
な
っ
て
い
く
。
老
人
と
少
年

達
の
間
に
は
奇
妙
な
友
情
が
芽
生
え
、「
観
察
」
は
次
第
に
「
交
流
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
、「
死
」
と
い
う
好
奇
心
か
ら
始
ま
っ
た
付
き
合
い
は
、
そ
の
「
死
」
と
い
う
こ
と
で
終

わ
る
。
少
年
達
は
、
最
初
の
目
標
だ
っ
た
老
人
の
「
死
」
を
発
見
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　
老
人
は
、
少
年
達
と
関
わ
る
こ
と
で
生
き
る
喜
び
を
感
じ
た
。
少
年
達
は
、
老
人
と
の
付
き
合

い
の
中
で
、
今
ま
で
の
生
活
に
は
な
か
っ
た
こ
と
（
包
丁
の
使
い
方
、
ペ
ン
キ
の
塗
り
方
…
ｅ
ｔ
ｃ
）

を
経
験
し
た
。
人
は
、
人
と
関
わ
る
こ
と
で
経
験
と
感
動
を
味
わ
い
、
そ
れ
が
生
き
る
こ
と
へ
繋

が
っ
て
い
く
の
だ
。
こ
の
本
は
、「
死
」
を
見
つ
め
な
が
ら
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
考
え
さ

せ
て
く
れ
る
本
だ
と
思
う
。

　
私
は
、
こ
の
本
を
随
分
前
に
読
ん
だ
。
今
回
、
再
読
し
て
気
付
い
た
こ
と
が
あ
る
。
以
前
に
読

ん
だ
時
は
、
少
年
達
の
目
線
で
物
事
を
捉
え
て
い
た
が
、
今
は
老
人
の
中
に
自
分
が
い
た
の
だ
。

年
を
重
ね
て
経
験
も
感
動
も
増
え
た
今
、
若
い
頃
の
本
を
ま
た
め
く
っ
て
み
る
の
も
楽
し
い
か
も
。

ち
な
み
に
、
再
読
の
き
っ
か
け
は
、
こ
の
本
が
今
年
の
三
月
に
図
書
館
で
開
か
れ
た
ビ
ブ
リ
オ
バ

ト
ル
に
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
チ
ャ
ン
プ
本
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

問町民生活部生活環境課撒（57）４１３２

　全国女性町長サミットの参観につきまして、町内外よ

り多数の申し込みをいただいております。

　一般参観席は５００席ご用意しておりますが、６月 19

日の締切の後でも、お席に余裕がありましたら受付いた

しますので、お問合せください。

※入場券（ハガキ）は６月 19 日までにお申込みいただ

いた方には、すでに発送しておりますので、当日はご持

参ください。

○基調講演
　「あなたが輝く働き方～ワーク・ライフ・バランス～」

　㈱ワーク・ライフバランス代表取締役社長 

　　小室 淑恵 氏

○女性町長によるパネルディスカッション　他
　

日時・場所

内容

第４回全国女性町長サミット
〈シンポジウム〉

平成２７年７月４日（土）
開場 １２：００
開会 １３：００
エニスホール大ホール


